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第二学校給食センター
平成27年度から開始予定の中学校給食に対応
するため、平成26年中から建設が進められて
いた米子市立第二学校給食センターが完成し
ました。
ここから、市内４つの中学校と５つの小学校
の約4,200人の子どもたちに給食が届けられ
ます。
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今
後
の
県
政
の
方
向
を
決
め
る
重

要
な
選
挙
で
す
。

　

自
分
の
自
由
な
判
断
に
よ
る
責
任

あ
る
一
票
を
投
じ
て
、
明
る
い
選
挙

を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
告
示
日

　
知
事　

３
月
26
日
㈭

　
県
議
　
４
月
３
日
㈮

▼
選
挙
期
日
（
投
票
日
）　

　
　
　
　

４
月
12
日
㈰

▼
投
票
時
間

　

午
前
７
時
～
午
後
８
時

※
た
だ
し
、
本
宮
公
民
館
と
上
淀
公

民
館
は
、
投
票
終
了
時
間
が
午
後
７

時
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
投
票
所

　

投
票
は
、
市
内
43
か
所
の
投
票
所

で
行
な
わ
れ
ま
す
。
投
票
に
行
か
れ

る
前
に
投
票
所
入
場
券
（
は
が
き
）

で
投
票
所
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
投
票
所
が
変
わ
り
ま
す

◆
第
５
投
票
所

　

南
保
育
園
の
耐
震
補
強
工
事
が
終

わ
る
た
め
、
投
票
所
を
明
道
小
学
校

か
ら
南
保
育
園
に
変
更
し
ま
す
。

※
対
象
地
域

道
笑
町
４
丁
目
・
長
砂
町
・
陽
田
町

▼
開
票　

４
月
12
日
㈰
午
後
９
時
～

　

米
子
市
民
体
育
館

■
投
票
で
き
る
方

　

平
成
７
年
４
月
13
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
平
成
27
年
１
月
２
日
ま
で
に
住

民
登
録
の
届
出
を
し
、
引
き
続
き
米

子
市
に
お
住
ま
い
の
方
。

■
市
外
に
転
出
し
た
方
の
選
挙
権

◆
県
外
転
出
の
場
合

　

投
票
前
に
県
外
に
転
出
し
た
方
は

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

◆
県
内
転
出
の
場
合

　

平
成
26
年
12
月
12
日
以
降
に
県
内

転
出
し
た
方
で
、
米
子
市
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
（
新
住

所
地
で
登
録
さ
れ
て
い
る
方
を
除

く
）
は
、
米
子
市
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
各
市
町

村
の
窓
口
で
発
行
す
る
「
引
き
続
き

鳥
取
県
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る

旨
の
証
明
書
」（
無
料
）が
必
要
で
す
。

※
米
子
市
で
「
引
き
続
き
鳥
取
県
の

区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明

書
」
を
発
行
す
る
に
は
…

●
本
庁
舎
（
市
民
課
）
で
の
受
付
時

間○
３
月
27
日
㈮
～
４
月
11
日
㈯　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

○
４
月
12
日
㈰　

　

午
前
７
時
～
午
後
８
時

●
淀
江
支
所
（
地
域
生
活
課
）
で
の

受
付
時
間

　

３
月
27
日
㈮
～
４
月
10
日
㈮（
土
、

日
を
除
く
。）　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

投
票
の
ご
案
内

◆
入
場
券
は
一
人
分
ず
つ
切
り
離
し

て
く
だ
さ
い

　

世
帯
ご
と
に
１
通
あ
た
り
３
人
の

名
前
を
記
載
し
ま
す
の
で
、
一
人
分

ず
つ
切
り
離
し
て
、
投
票
所
へ
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

◆
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
や
な
く

し
た
場
合
は
…

　

４
月
３
日
㈮
～
６
日
㈪
の
間
に
入

場
券
を
郵
送
し
ま
す
。
入
場
券
が
届

か
な
い
場
合
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

入
場
券
を
な
く
さ
れ
た
と
き
は
、
投

票
所
で
本
人
が
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
場
で
再
発
行
し
ま
す
。

◆
最
近
市
内
転
居
し
た
場
合
の
投
票

所
は
…

▼
３
月
10
日
ま
で
に
転
居
届
を
出
さ

れ
た
方
…
新
し
い
住
所
の
投
票
所
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
３
月
11
日
以
降
に
転
居
届
を
出
さ

れ
た
方
…
転
居
前
の
投
票
所
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
投
票
す
る
と
き
の
注
意
事
項
は
…

　

投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
１
人
の

氏
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
よ
う
な
投
票
は
無
効
に
な
り

ま
す
。

・
所
定
の
用
紙
を
用
い
な
い
も
の

・
候
補
者
で
な
い
者
の
氏
名
を
書
い

た
も
の

・
２
人
以
上
の
氏
名
を
書
い
た
も
の

・
候
補
者
の
氏
名
以
外
の
こ
と
を
書

い
た
も
の（
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
）

・
自
書
し
な
い
も
の
（
ス
タ
ン
プ
な

ど
の
よ
う
な
も
の
）

◆
文
字
が
書
け
な
い
方
は
代
理
投
票

が
で
き
ま
す

　

病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
自
分
で

書
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
投
票

所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

係
員
が
代
わ
り
に
候
補
者
の
氏
名
を

書
き
ま
す
。

　

代
理
投
票
に
立
ち
会
っ
た
係
員

は
、
投
票
の
内
容
を
他
人
に
は
絶
対

に
漏
ら
し
ま
せ
ん
。

◆
選
挙
期
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い

場
合
は
…

　

４
月
12
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、
冠

４
月
12
日
は
鳥
取
県
知
事
・
県
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す



婚
葬
祭
な
ど
の
理
由
で
投
票
所
へ
行

け
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
が
届
い
て
い
る
場
合
は
、

入
場
券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
入
場

券
が
届
く
前
で
も
本
人
確
認
を
し
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ

ば
、
投
票
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
26
年
12
月
26
日
～

平
成
27
年
１
月
２
日
の
間
に
転
入
届

を
出
さ
れ
た
方
は
４
月
４
日
以
降
の

投
票
に
な
り
ま
す
。

◆
期
日
前
投
票
は
…

▼
受
付
場
所

・
市
役
所
本
庁
舎
４
階　

期
日
前
投

票
所

・
市
役
所
淀
江
支
所
１
階　

期
日
前

投
票
所

▼
受
付
期
間

知
事　

３
月
27
日
㈮
～
４
月
11
日
㈯

県
議　

４
月
４
日
㈯
～
４
月
11
日
㈯

※
土
・
日
も
期
日
前
投
票
が
で
き
ま

す
。

※
期
日
前
投
票
の
開
始
日
が
異
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。知
事
・

県
議
に
同
時
に
投
票
で
き
る
の
は
４

月
４
日
㈯
か
ら
で
す
。

▼
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

・
期
日
前
投
票
宣
誓
書
は
、
期
日
前

投
票
所
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

◆
出
張
や
用
事
の
た
め
に
市
外
に
滞

在
し
て
い
る
場
合
は
…

　

米
子
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
、

「
不
在
者
投
票
宣
誓
書
・
請
求
書
」（
用

紙
は
選
挙
管
理
委
員
会
に
請
求
し
て

い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。）

を
記
入
の
う
え
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。投
票
用
紙
な
ど
を
郵
送
し
ま
す
。

　

届
い
た
投
票
用
紙
な
ど
は
、
そ
の

ま
ま
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に

持
参
し
て
、
そ
こ
で
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
投
票
日
ま
で
に
投
票
済
み

の
投
票
用
紙
が
、
米
子
市
選
挙
管
理

委
員
会
に
届
か
な
い
場
合
は
無
効
に

な
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
く
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
指
定
施
設
に
入
院
、
入
所
中
の
場

合
は
…

　

不
在
者
投
票
の
指
定
を
受
け
て
い

る
病
院
、老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
、

入
所
中
の
方
は
、
そ
の
施
設
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
病
院
、

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
係
の
方
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

米
子
市
内
の
指
定
施
設
は【
表
１
】

の
と
お
り
で
す
。

◆
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

次
の
方
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。

▼
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、

「
両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の
障

が
い
…
一
級
か
二
級
」の
方
、「
心
臓
・

じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
直

腸
・
小
腸
の
障
が
い
…
一
級
か
三
級
」

の
方
、「
免
疫
、
肝
臓
の
障
が
い
…

一
級
か
ら
三
級
」
の
方

▼
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、

「
両
下
肢
・
体
幹
の
障
が
い
…
特
別

項
症
か
ら
第
二
項
症
ま
で
」
の
方
、

「
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う

こ
う
、
直
腸
、
小
腸
、
肝
臓
の
障
が

い
…
特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま

で
」
の
方

▼
介
護
保
険
の
要
介
護
状
態
区
分
が

｢

要
介
護
５｣

の
方

◆
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
に
お
け

る
代
理
記
載
制
度

　

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
で
き

る
条
件
に
該
当
す
る
方
で
、
さ
ら
に

・
身
体
障
害
者
手
帳
に
、
上
肢
ま
た

は
視
覚
の
障
が
い
の
程
度
が
一
級
の

記
載
が
あ
る
方

・
戦
傷
病
者
手
帳
に
、
上
肢
ま
た
は

視
覚
の
障
が
い
の
程
度
が
特
別
項
症

か
ら
第
二
項
症
と
記
載
の
あ
る
方

は
、
あ
ら
か
じ
め
米
子
市
選
挙
管
理

委
員
会
に
届
け
出
た
方
が
代
わ
り
に

記
載
す
る
こ
と
で
投
票
が
で
き
ま

す
。（
代
理
で
記
載
で
き
る
人
は
選

挙
権
の
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。）

◆
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
手
続

き
は
…

　

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
制
度

を
利
用
し
て
投
票
す
る
た
め
に
は
、

事
前
に
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付

手
続
き
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
請
書

な
ど
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
あ
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
郵
便
投
票
に
必
要
な
投
票
用
紙
等

の
請
求
期
限
は
４
月
８
日
㈬（
必
着
）

で
す
。

■
問
合
せ　

〒
６
８
３
―
８
６
８
６

米
子
市
加
茂
町
１
丁
目
１
番
地

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
☎
23
―

５
３
４
６
）

【表１　米子市内の指定施設】
鳥大医学部附属病院 ゆうとぴあ アイアイ

米子医療センター 弓浜ゆうとぴあ 福原荘

博愛病院 介保・なんぶ幸朋苑（※） 米子東病院

高島病院 特養・なんぶ幸朋苑（※） 皆生尚寿苑

山陰労災病院 ケア・なんぶ幸朋苑 皆生みどり苑

皆生病院 ル・サンテリオンよどえ（※）特養・よなご幸朋苑

皆生温泉病院 ケア・いずみの苑 博愛苑

養和病院 有料老人ホームいずみの苑 ピースポート

仁風荘（※） 特養・いずみの苑 よなご大平園

あわしま リバーサイド
（※…ユニット型含む。）

やわらぎ 錦海リハビリテーション病院



　

平
成
27
年
度
の
固
定
資
産
税
の

基
礎
と
な
る
固
定
資
産
の
評
価
額

な
ど
を
記
載
し
た
「
固
定
資
産
課

税
台
帳
」
を
無
料
で
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
３
年
に
１
度
の

評
価
替
え
に
よ
り
評
価
を
見
直
し

て
い
ま
す
。
固
定
資
産
を
お
持
ち

の
方
は
、
資
産
の
確
認
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
５
月
中
旬
ま
で
に
は
、

お
持
ち
の
資
産
の
内
容
を
記
載
し

た
「
課
税
明
細
書
」（
納
税
通
知

書
の
後
ろ
に
綴
っ
て
あ
り
ま
す

が
、
資
産
を
た
く
さ
ん
お
持
ち
の

方
は
、
納
税
通
知
書
と
別
に
な
っ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。）
を

郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
に

よ
り
資
産
を
確
認
い
た
だ
く
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
や
家
屋
の
所
在
、

評
価
額
等
を
記
載
し
た
縦
覧
帳
簿

を
縦
覧
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で

き
ま
す
。

■
期
間

４
月
１
日
㈬
～
６
月
１
日
㈪（
土
、

日
、
祝
日
を
除
く
。）

※
課
税
台
帳
に
つ
い
て
は
、
こ
の

期
間
終
了
後
に
お
い
て
も
有
料
で

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
時
間

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
場
所

市
役
所
固
定
資
産
税
課
（
本
庁
舎

２
階
）、
淀
江
支
所
地
域
生
活
課

※
縦
覧
帳
簿
に
つ
い
て
は
市
役
所

固
定
資
産
税
課
で
の
み
縦
覧
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
課
税
の
内
容
等
に
つ
い
て
の
ご

確
認
は
、
市
役
所
固
定
資
産
税
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
課
税
台
帳
を
閲
覧
で
き
る
方

米
子
市
内
に
固
定
資
産
を
所
有
し

て
い
る
納
税
義
務
者
と
そ
の
代
理

人
（
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。）

※
土
地
や
家
屋
を
借
り
て
い
る
方

も
、
そ
の
土
地
や
家
屋
の
賃
貸
借

契
約
書
等
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ

り
、
課
税
台
帳
を
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
帳
簿
を
ご
覧
い
た
だ
け
る

（
縦
覧
で
き
る
）
方

米
子
市
内
に
固
定
資
産
を
所
有
し

て
い
る
納
税
者
（
納
税
義
務
者
の

う
ち
、
納
税
対
象
と
な
っ
て
い
る

人
）
と
そ
の
代
理
人
（
代
理
人
の

場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。）

※
閲
覧
、
縦
覧
を
さ
れ
る
方
は
、

運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
の
本

人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も

の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

固
定
資
産
税
課

（
☎
23
―
５
１
１
２
、５
１
１
６
）

固
定
資
産
税
Ｑ
＆
Ａ
～
よ
く
あ
る
ご
質
問
～

Ｑ
１　

地
価
が
下
落
し
て
、
土
地
の

評
価
額
も
下
が
っ
て
い
る
の
に
、
土

地
の
税
額
が
上
が
り
ま
し
た
。
お
か

し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
１　

バ
ブ
ル
景
気
と
言
わ
れ
た
時

期
に
土
地
の
値
段
が
数
倍
に
も
上
昇

し
、
土
地
取
引
の
目
安
で
あ
る
地
価

公
示
価
格
も
大
き
く
上
昇
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
地
価
公
示
価
格
と

固
定
資
産
税
評
価
額
と
の
間
に
大
き

な
差
が
で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
公

的
な
土
地
の
価
格
に
大
き
な
差
が

あ
っ
て
は
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
平
成
６
年
度
の
評
価
替
え
で
、

宅
地
の
評
価
額
を
地
価
公
示
価
格
の

７
割
程
度
と
す
る
評
価
が
全
国
で
導

入
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
固
定
資
産
税

評
価
額
が
大
き
く
上
昇
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
そ
れ
ま
で
、
固
定
資
産

税
の
評
価
額
と
税
額
の
基
礎
と
な
る

課
税
標
準
額
が
同
じ
で
、
地
価
公
示

価
格
の
２
割
程
度
で
し
た
が
、
こ
の

平
成
６
年
度
の
７
割
評
価
に
よ
っ

て
、
評
価
額
は
約
４
倍
と
大
き
く
上

昇
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
評
価
額
が
４
倍
に
な
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
、
課
税
標
準
額
も

４
倍
に
し
た
の
で
は
税
の
負
担
が
大

き
く
な
り
す
ぎ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
税
負
担
が
急
に
増
え

な
い
よ
う
、
毎
年
少
し
ず
つ
税
額
を

上
昇
さ
せ
て
い
く
「
土
地
の
負
担
調

整
措
置
」
と
い
う
制
度
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
措
置
は
、
本
年
度
の
評
価
額

に
対
す
る
前
年
度
の
課
税
標
準
額
の

割
合
で
あ
る
「
負
担
水
準
」
を
基
本

と
し
た
も
の
で
、
評
価
額
と
課
税
標

準
額
の
差
が
小
さ
い
土
地
、
言
い
か

え
れ
ば
負
担
水
準
が
高
い
土
地
の
税

負
担
は
引
き
下
げ
た
り
、
す
え
置
い

た
り
し
ま
す
。
反
対
に
、
評
価
額
と

課
税
標
準
額
の
差
が
大
き
い
土
地
、

つ
ま
り
負
担
水
準
の
低
い
土
地

あ
な
た
の
固
定
資
産
の
確
認
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い

固
定
資
産
課
税
台
帳
無
料
閲
覧
期
間



　
　

の
税
負
担
は
な
だ
ら
か
に
引
き

上
げ
て
い
く
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

近
年
、
地
価
が
下
落
し
て
評
価
額

が
下
が
っ
て
は
い
ま
す
が
、
負
担
水

準
が
ま
だ
低
い
土
地
は
、
毎
年
、
課

税
標
準
額
を
ゆ
る
や
か
に
上
昇
さ
せ

て
評
価
額
に
近
づ
け
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
課
税
標
準
額
の
計
算
の

仕
組
み
を
、住
宅
用
地
（
住
宅
が
建
っ

て
い
る
宅
地
）
の
場
合
、
非
住
宅
用

地
（
更
地
、
駐
車
場
、
事
務
所
・
店

舗
敷
地
な
ど
）
の
場
合
お
よ
び
農
地

の
場
合
に
つ
い
て
、
次
の
【
表
１
】

か
ら
【
表
３
】
ま
で
に
示
し
ま
す
。

【表１】住宅用地の場合
課税標準額

Ａの額
前年度課税標準額＋Ａ×５％（Ｂ）

・Ａは、本年度評価額（住宅１戸につき、面積200㎡以下の部分は６分
の１を、200㎡を超える部分は３分の１を乗じたもの）です。

・ＢがＡの20％を下回る場合は、Ａの20％が本年度の課税標準額です。

負担水準
1.0以上
1.0未満

前年度課税標準額÷Ａ

【表２】非住宅用地の場合
課税標準額

Ａの額の 70％
前年度課税標準額（据置）
前年度課税標準額＋Ａ×５％（Ｂ）

・Ａは、本年度評価額です。
・ＢがＡの60％を上回る場合は、Ａの60％が本年度の課
税標準額です。

・ＢがＡの20％を下回る場合は、Ａの20％が本年度の課
税標準額です。

負担水準
0.7以上
0.6以上 0.7未満
0.6未満

前年度課税
標準額÷Ａ

【表３】農地の場合
課税標準額

Ａの額
前年度課税標準額× 1.025
前年度課税標準額× 1.05
前年度課税標準額× 1.075
前年度課税標準額× 1.10

・Ａは、本年度評価額（市街化区域の農地の場合は３分の１を乗
じたもの）です。

・農地法の転用許可（届出）のあった農地（宅地介在農地）は、現
況が農地の場合でも、ここでの農地には該当しません。この
ような宅地介在農地の課税標準額は、非住宅用地の場合の計
算式が適用されます。

負担水準
1.0以上
0.9以上1.0未満
0.8以上0.9未満
0.7以上0.8未満
0.7未満

前年度課税標準額÷Ａ

Ｑ
２　

市
街
化
区
域
の
農
地
を
所
有

し
て
い
ま
す
が
、
評
価
額
が
高
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。
一
般
農
地
（
市
街

化
区
域
以
外
の
農
地
）
と
比
べ
て
評

価
の
仕
組
み
が
違
う
の
で
し
ょ
う

か
？

Ａ
２　

一
般
農
地
は
、
純
粋
に
農
地

と
し
て
の
価
値
に
着
目
し
て
評
価
し

ま
す
が
、
市
街
化
区
域
の
農
地
は
、

宅
地
と
し
て
の
潜
在
的
価
値
に
着
目

し
て
宅
地
並
み
の
評
価
を
行
な
う
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
そ
の
農
地
が
宅
地

で
あ
る
と
し
た
場
合
の
価
格
か
ら
宅

地
に
転
用
す
る
場
合
の
造
成
費
を
控

除
し
て
評
価
額
を
求
め
ま
す
。

　

な
お
、
実
際
の
固
定
資
産
税
の
算

定
に
当
た
っ
て
は
、
評
価
額
を
基
に

算
定
さ
れ
た
課
税
標
準
額
を
３
分
の

１
に
減
額
す
る
措
置
が
あ
り
、
税
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
３　

昨
年
、
古
い
住
宅
を
取
り
壊

し
、
駐
車
場
と
し
て
利
用
し
て
い
ま

す
が
、
昨
年
度
に
比
べ
て
固
定
資
産

税
が
高
く
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
？

Ａ
３　

住
宅
が
建
っ
て
い
る
土
地
と

そ
う
で
な
い
土
地
（
更
地
、駐
車
場
、

事
務
所
・
店
舗
敷
地
な
ど
）
で
は
、

税
額
が
異
な
り
ま
す
。

　

住
宅
が
建
っ
て
い
る
宅
地
に
は
、

住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標
準
額
の

特
例
【
表
４
】
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、住
宅
政
策
の
一
つ
で
、

そ
の
税
額
を
低
く
お
さ
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
住
宅
用
地
の
特
例
は
、
毎
年

１
月
１
日
現
在
、
土
地
を
住
宅
の
敷

地
と
し
て
利
用
し
て
い
る
も
の
に
限

り
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
昨
年
中
に
住
宅
を
取

り
壊
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
家
屋
の

固
定
資
産
税
は
、
そ
の
分
下
が
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
住
宅
用
地
の
特
例

の
適
用
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
土
地
の
固
定
資
産
税
が

上
が
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
４　

私
は
、
４
年
前
に
住
宅
を
新

築
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
家
屋

の
税
額
が
急
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
４　

新
築
の
住
宅
に
対
し
て
は
、

住
宅
建
築
の
促
進
を
図
る
た
め
、
固

定
資
産
税
を
減
額
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

住
宅
部
分
の
割
合
や
床
面
積
な
ど

が
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
新
た

に
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
年
度

か
ら
３
年
間
に
限
っ
て
、
床
面
積
が

百
二
十
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
部
分

の
固
定
資
産
税
が
、
２
分
の
１
に
減

額
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
を「
新
築
住
宅
の
減
額
措
置
」

と
い
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
の

３
年
間
、
家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産

税
が
減
額
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
本
来
の
税
額
を
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

な
お
、
３
階
建
以
上
の
中
高
層
耐

火
住
宅
（
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
）

に
つ
い
て
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た

せ
ば
、
５
年
分
の
軽
減
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

【表４】住宅用地に対する課税標準額の特例
区 分 課税標準額の特例

小規模住宅用地
（住宅１戸につき面積200㎡以下
の部分の住宅用地）

税額の基になる課税標準額が６分
の１に抑制されます。

一般住宅用地
（住宅１戸につき面積200㎡を超
える部分の住宅用地）

税額の基になる課税標準額が３分
の１に抑制されます。

・特例が適用される面積は、家屋の床面積の10倍までです。
・店舗併用住宅などの場合は、住宅部分の割合に応じて特例が適用
される面積を算出します。



３月・４月は市民課窓口が混み合います
混雑緩和にご協力をお願いします

　３月下旬から４月上旬までは、住所異動等の手続きが集中し、市民課窓口（本庁舎１階）が大変混み合います。
業務の迅速化に努めていますが、長い時間お待ちいただくことがあります。ご都合がよろしければ、次のとおり
ご利用いただきますよう、ご理解とご協力をお願いします。

○本庁舎市民課以外の窓口をご利用ください
　手続きの内容によっては、次の窓口などをご利用いただくことで、混雑が緩和され、待ち時間が少なくなりま
すので、ご利用いただきますようお願いします。

市民課以外の窓口で受付できる証明・手続き一覧

区分 淀江支所 行政窓口
サービスセンター 公民館 市民税課

住民票の写しの発行　※１　住民票コード入り不可 ○ ○ ○※１ ×
住民異動届（転入・転出・転居など）の手続き
※２　外国人住民の方・住民基本台帳カードによる手続

き　⇒　市民課窓口のみ
○※２ × ○※２ ×

住民基本台帳カードの発行（市民課窓口のみ） × × × ×
電子証明書の発行（市民課窓口のみ） × × × ×
住民票記載事項証明書の発行 ○ ○ ○ ×
年金受給者現況届の証明 ○ ○ ○ ×
印鑑登録証明書の発行 ○ ○ ○ ×
印鑑登録の手続き ○ × × ×
戸籍および除籍に関する証明書の発行 ○ ○ ○ ×
戸籍の附票の写しの発行
※３　戸籍電算化以後のものに限る ○ ○※３ ○ ×

身分証明書の発行 ○ ○ ○ ×
所得・課税証明書の発行 ○ ○ ○ ○
資産証明書の発行 ○ ○ ○ ○
臨時運行許可証の発行（市民課窓口のみ） × × × ×

・窓口で、本人確認を実施しています。運転免許証や住民基本台帳カードなどをご持参ください。
・印鑑登録証明書の発行には、印鑑登録証が必要ですのでご持参ください。
【受付時間：午前８時30分～午後５時】※公民館は、午前９時～午後５時
■淀江支所（１階：地域生活課）（☎５６－３１１４・３１１５）
　証明発行・住民異動届（外国人住民の方・住民基本台帳カードによ
る手続きを除く。）・印鑑登録などの手続きができます。
■行政窓口サービスセンター（市役所第２庁舎１階・市役所有料駐
車場向かい）（☎３９－０２２２）
　土・日曜日（祝日を除く。）に限り証明発行業務を行なっています。
※印鑑の登録、住民異動届は取り扱っていません。
※米子市公会堂から移転し、土・日曜日のみ開いていますので
ご注意ください。

■公民館（問合せ：市民課庶務係　☎２３－５１４１）
　市内各公民館（明道・義方・啓成・就将・淀江公民館・大和分館・
宇田川分館を除く。）で住民票の写しなど各種証明書の発行取次を行
なっています。証明書の受け取りは、翌開館日（午後３時30分以降受
付分は翌々開館日）となりますが、お近くの公民館で証明書が取れま
すのでご利用ください。
■市民税課（本庁舎２階）（☎２３－５１１１）
　所得・課税証明書、資産証明書が必要な方はご利用ください。



○混雑が予想される日時を避けてお越しください

市民課混雑予想カレンダー
※混雑する時間帯は、午前11時頃から午後３時頃です。

３月 ４月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
８ ９ 10 11 12 13 14 １ ２ ３ ４

サービス
センター
のみ開所

☆ ☆
サービス
センター
のみ開所

☆
☆☆

☆
☆☆

☆
☆☆

サービス
センター
のみ開所

15 16 17 18 19 20 21 ５ ６ ７ ８ ９ 10 11
サービス
センター
のみ開所

☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆☆
サービス
センター
のみ開所

サービス
センター
のみ開所

☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆☆
サービス
センター
のみ開所

22 23 24 25 26 27 28
サービス
センター
のみ開所

☆
☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆

☆☆
サービス
センター
のみ開所

29 30 31
サービス
センター
のみ開所

☆
☆☆

☆
☆☆

■問合せ　市民課証明係（☎２３－５１４６）、届出係（☎２３－５１４４）

行政窓口サービスセンター
では、証明発行業務のみを
行っています。
※印鑑の登録、住民異動届
は取扱っていませんのでご
注意ください。

☆☆☆…大変混雑（住民異動届、印鑑
の登録など。）

☆☆ …混雑
☆ …やや混雑

引越しをしたら住所の異動届をお願いします！
●異動届は、平日のみ、市役所市民課および淀江支所地域生活課で受け付けます。（外国人住民の方・
住民基本台帳カードによる手続きは市民課窓口のみ。）※行政窓口サービスセンターでは受付できませ
んので、ご注意ください。
●届出をされる方の運転免許証・健康保険証・住民基本台帳カードなど、本人確認できるものをご持参
ください。※印鑑が必要な場合がありますので、あわせてご持参ください。

種類 届出の期間 届出時にお持ちいただくもの

転入届
（市外からの
住所異動）

新しい住所にお住まい
になってから14日以内
に届け出てください。
　転入届・転居届は必
ず実際にお住まいに
なってから、届け出て
ください。
　実際にお住まいでな
い方の住所の異動届の
受付はできません。

●転出証明書（前住所地で交付されたもの）
※ただし、住民基本台帳カードを利用して転出届をされた場合は必要あ
りません。
●住民基本台帳カード（登録者のみ）　
●障害者手帳（お持ちの方のみ）
●在留カードまたは特別永住者証明書（外国人住民の方のみ）
●健康保険証（手続き上必要な場合があります。）　
●国民年金手帳（お持ちの方のみ）

転居届
（市内での
住所異動）

●国民健康保険被保険者証（加入者のみ）　
●後期高齢者医療被保険者証（加入者のみ）
●介護保険被保険者証（加入者のみ）　
●特別医療費受給資格証（加入者のみ）
●障害者手帳（お持ちの方のみ）　
●住民基本台帳カード（登録者のみ）
●在留カードまたは特別永住者証明書（外国人住民の方のみ）

転出届
（市外への
住所異動）

転出予定日の14日前か
ら受付します。

●住民基本台帳カード（登録者のみ）
●返却いただくもの
国民健康保険被保険者証、後期高齢者医療被保険者証、介護保険被保険
者証、特別医療費受給資格証、印鑑登録証など米子市が発行したもの

※このカレンダーは、昨年
の市民課窓口の混雑状況を
もとに作成したものです。
必ずしもこのとおりになる
とは限りませんのでご了承
ください。



　
米
子
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
・

ご
提
案
な
ど
を
い
た
だ
く
た
め

に
、
市
役
所
庁
舎
内
や
各
公
民

館
な
ど
に
市
政
提
案
箱
を
設
置

し
、
さ
ら
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「
市
長
に
ひ
と
こ
と
」
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
は
、
健
康
福
祉
、

子
育
て
や
公
共
施
設
の
充
実
な

ど
88
件
の
貴
重
な
ご
意
見
・
ご

提
案
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
中
か
ら
主
な
も
の
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

■
問
合
せ
　
市
民
相
談
課

　
（
☎
23
―
５
３
７
８
）

【
提
案
】

　

政
府
は
２
０
２
０
年
ま
で
に
す

べ
て
の
照
明
を
省
電
力
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

製
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る

そ
う
で
す
が
、
米
子
市
で
も
、
市

の
施
設
の
照
明
器
具
を
新
た
に
導

入
し
た
り
、
取
替
え
る
場
合
に
Ｌ

Ｅ
Ｄ
仕
様
に
す
る
こ
と
を
基
本
方

針
に
さ
れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
す
る
こ
と
で
照
明

用
消
費
電
力
が
蛍
光
管
に
比
べ
て

約
半
分
に
な
り
ま
す
。

　

市
が
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

宣
言
さ
れ
る
と
県
内
の
他
の
市
町

村
、
市
内
の
企
業
、
団
体
、
住
宅

で
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
推
進
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。

【
回
答
】

　

市
有
施
設
へ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導

入
に
つ
き
ま
し
て
、
米
子
市
に
お
い

て
も
環
境
負
荷
の
低
減
や
経
費
削
減

等
を
目
的
に
、
市
立
図
書
館
や
一
部

の
小
学
校
な
ど
の
施
設
に
お
い
て
現

在
導
入
を
行
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
街
路
灯
に
つ
い
て
も
器
具

平成25年度　市政提案の状況
提 案 苦 情 問合せ 合 計

行 政 一 般 13 18 1 32
生 活 ・ 環 境 5 6 1 12
福 祉・ 保 険・ 医 療 6 6 0 12
商 工 ・ 観 光 4 0 0 4
建 設 ・ 土 木 10 10 0 20
教育・文化・スポーツ 6 2 0 8

合 計 44 42 2 88

が
故
障
し
た
も
の
か
ら
順
次
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
に
取
替
え
、
自
治
会
が
管
理

す
る
防
犯
灯
に
は
補
助
金
を
交
付

し
て
導
入
促
進
を
図
っ
て
お
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
庁
舎
内
に
「
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
本
庁
舎
等

へ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
に
つ
い

て
も
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
今
後
も
引
き

続
き
導
入
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
提
案
】

　

全
国
数
あ
る
市
の
中
で
、
米
子

の
よ
う
に
数
字
の
語
呂
合
わ
せ
で

あ
ら
わ
せ
る
市
名
は
珍
し
い
で

す
。

　

そ
こ
で
「
４
７
５
」
を
使
っ
た
、

シ
ン
プ
ル
か
つ
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
デ
ザ
イ
ン
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
を
作
っ
て
は
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

　

ク
ー
ル
ビ
ズ
の
季
節
に
、
市
役

所
の
職
員
が
着
て
良
し
、
が
い
な

ま
つ
り
に
市
民
が
着
て
良
し
と
思

う
の
で
す
が
。

【
回
答
】

　

米
子
の
語
呂
合
わ
せ
の
数
字

（
４
７
５
）
を
使
っ
た
デ
ザ
イ
ン
で

の
Ｐ
Ｒ
と
の
こ
と
で
す
が
、
本
市

で
は
合
併
後
の
平
成
18
年
２
月
に

米
子
市
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
お
よ
び
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
ヨ
ネ
ギ
ー

ズ
）
を
公
募
の
う
え
決
定

米子市消費生活セミナー
「幸せをつかむ人の片付けのルール」～キッチリよりむしろざっくりの方が散らからない～

講 師　幸せ住空間セラピスト　古
ふ る か た

堅純
じ ゅ ん こ

子さん
　家が片付き、きれいになることを望んでいる方は多いと思います。整理収納アドバイザーの第一人者であ
る古堅さんに『本当の幸せに気付く』プロの整理収納お掃除を教えていただきます。
■と き　３月28日（土）午後１時30分～３時30分　■ところ　米子市立図書館　２階多目的研修室
■定 員　120人　※入場無料・申込不要（定員に達した場合、入場をお断りする場合があります。）
※託児あり８人まで、要予約（☎２３－５３７８）
■主 催　米子市　■共 催　米子市立図書館　■問合せ　市民相談課（☎２３－５３７８）



い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

【
提
案
】

　

私
は
だ
ん
だ
ん
バ
ス
を
利
用
し

て
、
買
い
物
や
、
気
晴
ら
し
に
市

街
に
出
か
け
て
い
ま
す
。
だ
ん
だ

ん
バ
ス
は
と
て
も
便
利
で
す
が
、

バ
ス
停
に
、
ベ
ン
チ
や
屋
根
で
も

あ
る
と
、
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

　

立
っ
た
ま
ま
、
炎
天
下
の
中
30

分
も
待
つ
の
は
辛つ

ら

く
感
じ
る
の

で
、
設
置
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】

　

い
つ
も
「
だ
ん
だ
ん
バ
ス
」
を
ご

利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

  

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
「
だ

ん
だ
ん
バ
ス
」
の
バ
ス
停
の
ベ
ン
チ

に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
バ
ス
停

32
か
所
の
う
ち
、
設
置
可
能
な
11
か

所
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

  

な
お
、
設
置
の
な
い
バ
ス
停
に
つ

き
ま
し
て
は
、
歩
道
上
に
バ
ス
停
を

設
置
し
て
い
る
た
め
、
歩
行
者
通
行

の
安
全
上
、
ベ
ン
チ
等
の
設
置
が

で
き
な
い
状
況
で
す
。 

な
に
と
ぞ
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

し
、
そ
れ
を
用
い
て
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
の
推
進
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
も
に
、
公
務
で
の
使

用
の
ほ
か
、
市
民
の
方
に
も
申
請

の
う
え
無
料
で
使
用
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
広
く
浸
透
し
て
き
て

お
り
ま
し
て
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
（
ま
た

は
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
）
に
つ
き
ま
し
て

も
、
昨
年
、
ヨ
ネ
ギ
ー
ズ
の
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
を
職
員
有
志
で
作
成
・
着

用
し
た
ほ
か
、
民
間
で
ヨ
ネ
ギ
ー

ズ
を
プ
リ
ン
ト
し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
が

販
売
さ
れ
る
な
ど
、
活
用
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

  

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
現
行

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
お
よ
び
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
統
一
的
・

継
続
的
な
本
市
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
度
い
た
だ
い
た
貴
重
な

ご
意
見
も
今
後
の
参
考
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
提
案
】

　

市
民
課
に
臨
時
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
返
却
す
る
際
に
、
窓
口

が
混
み
合
っ
て
い
る
場
合
は
、
総

合
案
内
に
返
却
で
き
る
よ
う
に
し

た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

【
回
答
】

　

提
案
を
受
け
て
、
市
民
課
の
窓

口
が
混
雑
し
て
い
る
場
合
は
、
総

合
案
内
で
返
却
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

【
提
案
】

　

熊
本
市
は
水
道
水
が
地
下
水
ほ

ぼ
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
こ

と
で
有
名
で
す
が
、
米
子
市
も
同

様
だ
と
い
う
こ
と
を
耳
に
し
ま
し

た
。
米
子
市
も
水
を
使
っ
た
Ｐ
Ｒ

は
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
？

【
回
答
】

　

米
子
市
の
水
道
水
に
つ
い
て
は
、

市
内
水
源
地
の
地
下
85
メ
ー
ト
ル
か

ら
く
み
上
げ
た
水
で
あ
り
、
熊
本
市

同
様
に
地
下
水
で
賄
っ
て
お
り
、
米

子
市
の
み
な
ら
ず
、
境
港
市
・
日
吉

津
村
を
合
わ
せ
た
約
19
万
人
に
給
水

す
る
山
陰
随
一
の
水
道
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

平
成
17
年
か
ら
、
米
子
市
の
水
道

水
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル「
よ
な
ご
の
水
」

と
し
て
Ｐ
Ｒ
・
販
売
を
し
て
お
り
、

平
成
21
年
に
は
、週
刊
誌
の
特
集「
自

治
体
が
販
売
す
る
水
道
水
50
選
」
の

中
で
、
専
門
家
が
絶
賛
す
る
「
よ
な

ご
の
水
」
と
し
て
大
き
く
取
り
扱
わ

れ
、
県
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
受
け

ま
し
た
。

　

米
子
市
の
水
が
お
い
し
い
の
は
、

自
然
豊
か
な
大
山
の
お
か
げ
で
あ

り
、
淀
江
町
内
に
は
名
水
百
選
に
選

定
さ
れ
た
水
源
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
水
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
、
県
外

か
ら
の
企
業
進
出
に
も
大
き
く
寄
与

し
て
お
り
、
引
き
続
き
米
子
の
水
の

良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
、
米
子
市
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
提
案
】

　

米
子
市
は
、
山
陰
歴
史
館
や
大

山
が
み
え
る
風
景
、
中
海
の
景
色
、

旧
加
茂
川
の
景
観
、
さ
ら
に
は
日

野
川
や
日
本
海
な
ど
素
敵
な
場
所

が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
米
子
で
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
立
ち
上
げ
、

映
画
の
ロ
ケ
地
の
誘
致
な
ど
に
取

り
組
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

【
回
答
】

　

ロ
ケ
誘
致
に
つ
い
て
は
、
６
年
前

に
映
画
「
銀
色
の
雨
」
の
撮
影
が
米

子
市
や
周
辺
市
町
村
で
行
な
わ
れ
、

全
国
で
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
韓
国
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
に

も
な
り
、
鳥
取
県
内
を
舞
台
と
し
た

ド
ラ
マ
が
韓
国
・
日
本
で
放
送
さ
れ

ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
、
鳥
取
県
や
米
子
市
ほ

か
周
辺
市
町
村
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
、
経
済
団
体
な
ど
と
の

官
民
一
体
と
な
っ
た
組
織
で
誘
致
、

支
援
活
動
を
行
な
っ
て
お
り
、
米
子

市
に
は
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
組
織
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ら

を
活
用
し
た
誘
致
活
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

米
子
市
と
し
て
も
、
全
国
に
向
け

て
出
来
る
限
り
の
広
報
・
誘
致
活
動

に
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
お
気
付
き

の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
提
言

『中海圏域就職ナビ掲載企業 合同就職ガイダンス』開催のお知らせ
　新卒者向け地元就職情報サイト「中海圏域就職ナビ（松江・米子・安来・境港）」の掲載企業が、会社説明と採用に関する
情報提供を行ないます。入場料は無料。事前申込も不要です。ぜひご参加ください。
■と き　３月14日（土）＜受付開始＞午前９時20分から

＜ガイダンス＞午前10時～午後０時30分／午後１時30分～４時
■ところ　くにびきメッセ大展示場（島根県松江市）
■対象者　平成28年３月大学・短期大学・高等専門学校・専修学校卒業予定者など（※既卒３年以内の方も参加可）
■入場料　無料（※事前申込も不要です。）
■問合せ　中海圏域就業支援連携事業推進協議会　事務局 : 松江市定住企業立地推進課（☎０８５２－５５－５６５０、Ｅメール：

gaidansu@city.matsue.lg.jp）



新米子市誕生10周年記念式を行ないます
　旧米子市と旧淀江町との合併により新米子市が誕生し、３月31日で10周年を迎えます。この記念すべき10周年を祝い、
記念式を行ないます。
　なお、記念式においては、平成27年米子市功労者善行者の表彰のほか、10年を
記念して制定する米子市の歌の披露を行ないます。
　皆さんのご来場をお待ちしております。（手話通訳があります。）
■と き　３月31日（火）午前10時～正午（予定）
■ところ　米子市公会堂・大ホール
■問合せ　総務管財課（☎２３－５３３１）※当日は、公会堂の駐車場をご利用い
ただくことができません。公共交通機関などでお越しいただくか、お近くの民間
駐車場をご利用いただきますようお願いします。

骨髄バンクドナー登録推進講演会
～つなげよう命の輪！あなたの勇気が誰かの生きる力になる！！～

　骨髄移植によって元気になられた元患者さんや提供経験のあるドナーさんによる骨髄移植および提供に関わる体験談、
公益財団法人日本骨髄バンク職員によるドナー登録や骨髄提供方法についての話など、講演会で生の声を聴き、骨髄移植
に関する正確な知識をお伝えします。
　骨髄バンク事業は、国（厚生労働省）主導のもと、公益財団法人日本骨髄バンクが主体となり、日本赤十字社および地
方自治体等の協力により行なわれている公的事業です。
　当日は、骨髄バンクドナー登録会および献血も実施しますので、一人でも多くの皆さまのご参加・ご協力をお願いします。
■と き　３月15日（日）
■ところ　米子市福祉保健総合センター（ふれあいの里）１階大会議室ほか
■イベント内容
○県内初となる「語りべ」による講演会（開催場所：ふれあいの里１階大会議室）
講演時間　午後１時～２時30分（開場：午後０時30分）
講演会の内容

・元患者さんや提供経験のあるドナーさんによる骨髄移植および提供に関わる体験談（約50分）
・公益財団法人日本骨髄バンク職員によるドナー登録や骨髄提供方法および骨髄バンクの現状報告（約20分）
・白血病を患った子どもとその家族のドキュメンタリー映像「アンパンマンのエキス」上映（約10分）
※入場料は無料です。手話通訳あります。

○４００ｍＬ全血献血および骨髄バンクドナー登録会（受付場所：ふれあいの里１階ロビー）
受付時間　午前10時～午後０時30分、午後２時30分～５時

※献血は、男女とも体重50キログラム以上の方が対象です。
※献血カード（手帳）をお持ちの方は、当日ご持参ください。平成16年10月以降に初めて献血される場合は、本人

確認のための書類（免許証等）をあわせてご持参ください。
※献血にかかる所要時間は、30分程度です。（同時にドナー登録をされる場合は、40分程度です。）
※骨髄バンクドナー登録は、18歳以上、54歳以下（体重が男性45キログラム以上／女性40キログラム以上）の方

が対象です。その他登録要件があります。
※鳥取県骨髄データセンター（鳥取県赤十字血液センター）によるドナー登録手続き、およびＨＬＡ型（白血球の型）

検査用血液の採血（約２ｍＬ）の所要時間は、15分程度です。
※当日の混み具合により所要時間が延びることもあります。

○骨髄バンクパネル展示（展示場所：ふれあいの里１階ロビー）
　展示時間　午前10時～午後５時
■実施主体

主催：米子市、共催：鳥取県・鳥取県骨髄バンクを支援する会・鳥取県赤十字血液センター、協力：皆生ライフセービ
ングクラブ・鳥取県西部広域行政管理組合・鳥取県トライアスロン協会・陸上自衛隊米子駐屯地ほか

■講演会等に関する問合せ　健康対策課庶務係（☎２３－５４５１）
　なお、骨髄バンクドナー登録に関するくわしい内容は、鳥取県赤十字血液センター（☎２７－１７２４）または、公益財
団法人日本骨髄バンク（☎０１２０－４４５－４４５）までお問い合わせください。



未来にはばたけ若き演奏者たち！
鷲見三郎顕彰事業　鷲見三郎没後30周年記念コンサート

米子ユースオーケストラ演奏会
－鷲見恵理子＆米子ユースオーケストラ－
　今年度の「米子ユースオーケストラ演奏会」は、米子市出身で、今日、国内外で活躍される第一線のヴァイオリニスト
を数多く指導し、「日本ヴァイオリン界の父」とも称される鷲見三郎没後30周年記念として開催します。今回も小学生から
大学生を中心とした「米子ユースオーケストラ」と幼児から中学生までのヴァイオリン合奏の「ストリングジュニア」に
よる、若き演奏者たちの活動の成果にご期待ください。
　また、鷲見三郎没後30周年にあたる本年度の演奏会には、鷲見三郎の孫でヴァイオリニストの鷲見恵理子氏に特別出演
いただく予定です。お楽しみに！
■と き　３月22日（日）午後２時開演（午後１時30分開場）
■ところ　米子市公会堂 大ホール
■入場料　無料（整理券が必要です。）
※整理券取り扱い場所：米子市教育委員会文化課、米子市文化ホール、米子市
公会堂 ほか
■演奏曲目

米子ユースオーケストラ：J. ブラームス作曲「ハイドンの主題による変奏曲 Op.56a」
ストリングジュニア：G.P. テレマン作曲「４つのヴァイオリンのための協奏曲第 1 番」 ほか

■問合せ　米子市文化ホール（☎３５－４１７１）

米子市公会堂虹のひろば13回公演

「春の調べに誘われて～コントラバスコンサート～」
　米子市公会堂のサロンコンサート「虹のひろば」。今回は初めての昼公演です。日中し
か外出できない方や、特に子育て世代の方にも来ていただけるように、無料の託児も用
意します。子ども同伴でコンサート参加ももちろん可能ですが、たまにはゆっくり憩

いこい

の
ひとときはいかがでしょうか。
　約１時間の公演です。皆さんのご来場を心よりお待ちしています。
■と き　３月13日（金）午後２時　開演　
■ところ　米子市公会堂ホワイエ
■出 演　神庭智子（コントラバス）・渡邉芳恵（ピアノ）
■入場料　500円（高校生以下無料）
※米子市公会堂・米子市文化ホール・淀江さなめホールの３館で入場券販売中
■主 催　虹のひろば実行委員会、（一財）米子市文化財団
■託児利用について
　３歳以下のお子様で事前予約が必要です。３月９日までにお申し込みください。（定員
になり次第締め切り）
預かり時間：午後１時30分から受付～公演終了
■申込・問合せ　米子市公会堂（☎２２－３２３６）

米子市淀江文化センター
「さなめラララ♪すてーじ　桜奏～ハルカナデ～」

☆ライトアップした桜をバックに、地元アーティストによる演奏と歌で春の訪れを楽しむロビーコンサートです。
■と き　４月４日（土）　開場：午後５時、開演：５時30分、終了：７時30分（予定）
■ところ　米子市淀江文化センター　ロビー
■出 演　ＤＵＮＥ・琴アンサンブル安田会Ｊｒ . ほか
■入場料　一般：500円、小・中・高校生：300円、幼児無料。※ 前売りにて予定数完売の場合、当日券はありません。
■チケット販売　３月７日（土）から
■チケット取り扱い　米子市淀江文化センター・米子市文化ホール・米子市公会堂・米子市児童文化センター・米子市教
育委員会　文化課
■主 催　さなめラララ♪すてーじ実行委員会、（一財）米子市文化財団（米子市淀江文化センター）
■共 催　米子市、米子市教育委員会
■問合せ　米子市淀江文化センター（☎３９－４０５０、ＦＡＸ３９－４０５１）



平成27年度米子市交通災害共済の加入受付を行ないます
加入方法に変更がありますので、ご注意ください！！

　「米子市交通災害共済」は、手ごろな掛金で加入でき、交通事故で死亡・入院・通院された場合に保障される共済事業です。
広報よなご３月号と一緒に加入申込書をお配りしていますので、ご利用ください。加入申込書は防災安全課（市役所本庁舎
３階）、および市内の取扱金融機関に置いてあります。
○平成27年度分の加入から、出資金が必要になります
　契約者の方は100円を出資することで、米子市交通災害共済に加入できるようになります。次年度以降は、継続される
場合には新たな出資金は必要ありません。継続されない場合は出資金をお返しします。継続や返金の手続きについては、
全労済から個別に案内が届きます。
■加入できる方　米子市にお住まいの方（住民票のある方）
■共済期間（保障期間）　平成27年４月１日から平成28年３月31日まで

※中途加入の場合は加入日の翌日から平成28年３月31日まで
■共済掛金
　今までは１口が年額1,000円（５月以降の中途加入は減額）でしたが、今回から 10口が年額1,000円となります。加入
は10口単位（15口などは、ありません。）で、20口が2,000円、30口が3,000円となります。それぞれの掛金に対する保
障に変更はありません。
■共済金（10口あたりの保障額）
　交通事故によって死亡・入院・通院された場合、共済金が支払われます。くわしくは加入申込書でご確認ください。
・死亡…100万円
・入院…１日につき 2,000円（入院５日目以降連続して180日分まで）
・通院…１日につき 1,000円（90日分まで）
■加入申込方法
　加入申込書と掛金、出資金をご持参のうえ、次の窓口でお申し込みください。平成27年３月から随時受け付けます。市
役所では、加入申込みはできません。また、平成27年度からは公民館での受付は、行ないませんのでご注意ください。

●市内の取扱金融機関　山陰合同銀行、鳥取銀行、島根銀行、米子信用金庫、中国労働金庫の米子市内の各本支店
●全労済鳥取県本部西部支所窓口（東町 189 －２）

■問合せ　防災安全課（☎２３－５３３９）

国民年金後納制度のお知らせ
○国民年金後納制度で将来の年金額を増やせます
　後納制度は、過去10年間に納め忘れた保険料を納付することにより、将来の年金額を増やすことができるものです。また、
年金を受給できなかった方は後納制度を利用することで年金が受けられる場合があります。過去10年以内に納め忘れの保
険料がある方は、ぜひ後納制度をご利用ください。
　なお、後納制度が利用できる期限は平成27年９月30日までとなっています。お早めに申込みください。
○後納保険料の納付書の「使用期限」にご注意ください
　すでに後納制度を申し込まれた方で、平成17年４月以降分の後納保険料の納付がお済みでない方は、納付書に記載され
た使用期限（平成27年３月31日）までに納付をお願いします。なお、使用期限までに納付できなかった方が、平成27年４
月以降に納付を希望される場合は、新たな加算額による納付書を発行しますので、「国民年金保険料専用ダイヤル」または
お近くの年金事務所にご連絡ください。
【ご注意】平成17年３月以前の後納保険料は、10年を超えるため平成27年４月以降は納付できません。
○後納制度の申込み・納付書の再発行のお問合せは

国民年金保険料専用ダイヤル（ナビダイヤル）　　０５７０－０１１ー０５０
 ０５０（一部）の電話からは（☎０３－６７３１－２０１５）へおかけください。
■受付時間

月曜日：午前８時30分～午後７時 ､ 火～金曜日：午前８時30分～午後５時15分、第２土曜日：午前９時30分～午後４時
※お問い合わせの際は、基礎年金番号がわかるものをご用意ください。
※月曜日が祝日の場合は、翌日以降の開所日初日に午後７時まで相談をお受けします。
※祝日（第２土曜日を除く。）はご利用いただけません。
※ナビダイヤルは一般の固定電話からおかけになる場合は市内通話料金となります。ただし、一般の固定電話以外（携帯
電話など）からの場合は通常料金がかかります。
※「０３－６７３１－２０１５」の電話番号におかけになる場合は、通常の通話料金がかかります。 
※「０５７０」の最初の「０」を省略したり、市外局番をつけて間違い電話になっているケースが発生していますので、お
かけ間違いにはご注意ください。
■問合せ　米子年金事務所（☎３４－６１１１）



鳥取県後期高齢者医療懇話会の
委員を募集します

　鳥取県後期高齢者医療広域連合では、後期高齢者医療制
度の運営等について被保険者の皆さんのご意見を伺うため
に設置した懇話会の委員を募集します。
■任 期　平成27年４月１日～平成29年３月31日
■応募資格　平成27年４月１日現在、鳥取県後期高齢者医
療の被保険者の方
■募集人数　６人以内
■応募期限　３月16日（月）必着
■応募方法　募集要領についている応募申込書に、必要事
項を記載して提出してください。
※募集要領・応募申込書は、鳥取県後期高齢者医療広域連
合のほか、保険年金課でも配布しています。また、鳥取
県後期高齢者医療広域連合のホームページ（http://www.
koureikouiki-tottori.jp）からも印刷できます。
■応募・問合せ　〒６８９－０７１４　鳥取県東伯郡湯梨浜
町大字龍島５００番地　鳥取県後期高齢者医療広域連合　
総務課（☎０８５８－３２－１０９７、ＦＡＸ０８５８－３２－
１０６７）

空き家の適正な管理をお願いします
　米子市では、危険な状態の空き家が問題となっています。
　放置され老朽化が進むと、建築材の落下や倒壊によって
通行人に危害が及んだり、不特定者の侵入による犯罪や火
災のおそれもあります。
　このような危険な状態の空き家に起因する問題に適切に
対処し、安全・安心な市民生活を確保するため、所有者等

（所有者のほか、相続人や占有者なども含みます。）の管理
義務をいま一度明確にしたうえで、これが果たされないも
のに対し、一定の基準を設けて市が関与していく手続を定
めた「米子市空き家等の適正管理に関する条例」を制定し
ています。

空き家の管理は所有者等の責任です
　空き家は、所有者等の財産です。きちんと管理されてい
れば問題はありませんが、管理不全が原因で事故が発生し、
他人に被害を与えてしまった場合は、損害賠償を求められ
る場合があります。
　空き家にするときは、定期的な維持管理を心がけるほか、
ご近所や自治会などに連絡先を伝えるなどして、万が一の
事態に備えるようにしてください。

危険な状態の空き家に対する市の措置
○市は、管理状態の不全な空き家を調査するとともに、所
有者等に対する適正管理指導のために必要な情報を収集し
ます。
○調査の結果、危険な状態と認められた空き家の所有者等
に対し、市は、助言指導、勧告、命令を行なうことができ、
改善されない場合は、所有者等の氏名公表や行政代執行を
行なうことができます。
■問合せ　建築指導課（☎２３－５２８８）

犬や猫の飼い主の方へのお願い
　市街地・郊外を問わず、犬や猫のフン害やブラッシング
の苦情相談が多数寄せられています。道路、公園、他人の
土地などへのフンや抜け毛の放置は不衛生で、みんなが不
快に感じています。
　飼い主の方はマナーをいま一度見直していただき、ご近
所の方に迷惑や不快な思いをさせないようお願いします。
①フンは必ず持ち帰りましょう。猫には自宅に専用の砂場
を設け、そこで排せつさせる習慣をつけましょう。
②野良犬、猫に、エサを与えないようにしましょう。（飼い
主のいない犬や猫を増やさないようにしましょう。）
③犬は、近所に迷惑をかけないよう、
むだ吠えをさせないようにしつけや
訓練をしましょう。
　快適な生活環境をつくるには、飼
い主がマナーとモラルを持つことが
必要です。皆さまのご理解とご協力
をお願いします。
■問合せ
　環境政策課（☎２３－５２５７）

鳥取県の奥深い話題満載！
県総合情報誌

『とっとりＮＯＷ』105号
（３月１日発行）好評発売中！
■取扱場所　鳥取県広報連絡協議会
事務局、県内書店ほか。
■定 価　１部309円（税込）
■発 行　年４回（３、６、９、12月）
■問合せ　鳥取県広報連絡協議会（県
庁内）（☎０８５７－２６－７０８６）

男女共同参画推進審議会の
委員を募集します

　米子市では、男女が性別にかかわりなく、その個性と能
力を十分に発揮することができる男女共同参画社会の実現
をめざして、米子市男女共同参画推進審議会を設置し、市
民の皆さんのご意見を聴きながら施策を推進しています。
　このたび、３月で現審議会委員の任期が終了するため、
４月からの新たな審議会委員を募集します。
■募集人数　２人
■任 期　平成27年４月から２年間
■応募資格　平成27年４月１日現在、満20歳以上で米子市
にお住まいか、通勤・通学している方
■応募方法　男女共同参画推進審議会委員に応募する理由・
動機を、600字から800字程度にまとめ、住所、氏名、年齢、
電話番号を明記のうえ、直接ご持参いただくか、郵送、Ｆ
ＡＸ、Ｅメールなどでご応募ください。
※なお、提出いただいた書類は、お返しいたしません。
■募集期間　３月２日（月）～20日（金）（必着）
■選考方法　応募書類をもとに書類選考
■応募・問合せ　〒６８３－８６８６　米子市東町 161 －
２　米子市役所第２庁舎　男女共同参画推進課（☎２３－
５４１９、ＦＡＸ３７－３１８４、Ｅメール：danjyo@city.
yonago.lg.jp）



気
づ
き
、
考
え
る
心小

学
校
六
年

　

大
阪
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
遊
び
に

行
っ
て
い
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
私
は
、
あ

る
商
店
街
で
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
歩
い
て

お
ら
れ
る
の
を
見
か
け
ま
し
た
。
そ
の
方
は

白
い
つ
え
を
片
手
に
持
ち
、
黄
色
い
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
の
上
を
歩
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
私

は
、
目
に
障
が
い
の
あ
る
方
な
の
か
な
と
思
っ

た
け
れ
ど
、
特
に
気
に
も
と
め
ず
通
り
過
ぎ

ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
、
何
気
な
く
ふ
り
返
っ
て

み
る
と
、
そ
の
方
が
歩
い
て
い
る
先
の
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
に
、
自
転
車
が
と
め
て
あ
る
の
が

目
に
入
り
ま
し
た
。
し
か
も
二
台
で
す
。
私

は
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
ず
、
お
母
さ
ん

に
相
談
し
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
お
母
さ

ん
は

「
ま
い
が
助
け
た
い
と
思
う
な
ら
、
動
い
た
ほ

う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。」

と
言
い
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
私

は
考
え
ま
し
た
。「
こ
の
ま
ま
、あ
の
方
を
放
っ

て
お
い
た
ら
、
き
っ
と
自
転
車
に
ぶ
つ
か
っ

て
大
け
が
を
さ
れ
て
し
ま
う
な
。
気
づ
い
て

い
る
の
は
き
っ
と
私
だ
け
だ
か
ら
、
助
け
ら

れ
る
の
は
私
し
か
い
な
い
。
よ
し
、
声
を
か

け
よ
う
。」
私
は
、
そ
の
考
え
を
お
母
さ
ん
に

伝
え
、
少
し
の
間
待
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

私
は
、
勇
気
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
、
そ
の
方
に

近
づ
き
ま
し
た
。
い
き
な
り
体
に
ふ
れ
る
と

お
ど
ろ
か
れ
る
と
思
っ
た
の
で
、
ま
ず

「
こ
ん
に
ち
は
。」

と
話
し
か
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
方
の

う
で
に
手
を
置
き
、

「
あ
ぶ
な
い
で
す
よ
。
こ
の
先
に
自
転
車
が
あ

り
ま
す
。」

と
伝
え
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
の
方
は

「
あ
り
が
と
う
。」

と
言
っ
て
、
に
っ
こ
り
と
笑
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
私
は
と
て
も
温
か
い
気
持
ち
に
な

り
、
声
を
か
け
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し

た
。

　

お
母
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
も
ど
る
と
、
お
母

さ
ん
に

「
こ
れ
か
ら
も
、
気
づ
い
た
ら
助
け
る
ん
だ

よ
。」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
私
は
、
な
ぜ

お
母
さ
ん
が
「
助
け
た
い
と
思
う
な
ら
動
こ

う
。」
と
言
っ
た
の
か
、
わ
か
っ
た
気
が
し
ま

し
た
。
お
母
さ
ん
は
、私
に
、「
助
け
な
さ
い
。」

と
言
わ
れ
な
い
と
助
け
ら
れ
な
い
人
に
な
っ

て
ほ
し
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
自
分
で
気
づ
き
、
考
え
、
行
動
で
き

る
人
に
な
れ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
先
、
学
校
や
街
の
中
な
ど
で
、
困
っ

て
い
る
人
、
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
人
に

出
会
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
と
き
、
私
は
今
回
み
た
い
に
、
自
分
の

心
を
せ
い
い
っ
ぱ
い
働
か
せ
て
考
え
、
自
分

が
し
た
方
が
よ
い
と
思
う
こ
と
を
行
動
に
移

せ
る
人
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

そ
う
い
う
人
が
も
っ
と
も
っ
と
増
え
れ
ば
、

み
ん
な
が
過
ご
し
や
す
い
世
の
中
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

こ
の
作
品
は
、
今
年
度
の
米
子
市
人
権
作

文
・
標
語
集
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

身
近
な
こ
と
を
振
り
返
っ
て
、
周
り
の
人

を
大
事
に
す
る
、
ま
た
、
思
い
や
り
を
持
っ

て
行
動
す
る
。
そ
ん
な
人
権
学
習
を
通
し
て

子
ど
も
た
ち
は
育
っ
て
い
ま
す
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
の
一
刻
も
早
い
帰
国
実
現
を
め
ざ
し
て　
　

　
も
し
自
分
の
家
族
が
、
友
人
が
拉
致
さ
れ
た
ら
、
と
て
も
つ
ら
い
。
拉
致
さ
れ
た
方
々
を
絶
対
に
取
り
戻
し
た
い
と
思
う
。<

県
民
メ
ッ
セ
ー
ジ
抜
粋>

◎問合せ　米子市美術館　（☎３４－２４２４）

若手作家支援展

「井
い だ

田大
だ い す け

介‐ＮＯＷＨＥＲＥ‐」
　「若手作家支援展」は、郷土ゆかりの若手作家の活動に関して、地元で
なかなか目にする機会のないその活動を紹介し、将来有望な若手作家の育
成を図る事業です。第３回目となる今回は、鳥取県立米子東高等学校出身
で、今春東京藝術大学大学院を修了する、井田大介の活動をご紹介いたし
ます。
　昨年は、学生限定の立体アートコンペ「ＡＡＣ※ 2014」において、出
品作品62点のうち最優秀賞を受賞し、その活躍に注目が高まってきてお
ります。
　井田は、古典的な人体の具象彫刻の確かな技術とあわせ、３Ｄプリンター
といった最新鋭の技術を取り入れる等、新たな作品表現に果敢に挑戦して
います。
　今回は、１月下旬に開催された修了制作展で発表された作品を中心に展
示します。会期中は、作者本人によるギャラリートーク等をはじめ、井田
と高校時代同級生で、現在活躍中のジャスピアニスト松本茜のコンサート
も初日午後７時から開催いたします（有料：100人）。若きアーティスト
の活躍の様子を、この機会にぜひご鑑賞ください。

（会期などくわしくは23ページ「３月の催し」をご確認ください。）

※ AAC　は「ART MEETS ARCHITECTURE COMPETITION」の略

井田 大介《untitled》180 × 180 × 80（cm）



　

４
月
19
日
㈰
は
春
の
市
内
一
斉

清
掃
で
す
！

　

み
ん
な
で
ま
ち
の
道
路
や
河

川
、
公
共
用
排
水
路
な
ど
を
き
れ

い
に
し
、
快
適
で
住
み
良
い
ま
ち

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

実
施
日
が
地
区
に
よ
っ
て
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ

し
く
は
、
各
地
区
の
「
環
境
を
よ

く
す
る
会
」
ま
た
は
、
環
境
政
策

課
（
☎
23
―
５
２
５
９
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

し
尿
く
み
取
り
料
金
が
変
わ
り

ま
す

　

公
共
下
水
道
の
普
及
や
農
業
集

落
排
水
施
設
の
整
備
な
ど
に
よ

る
、
し
尿
収
集
量
の
減
少
と
物
価

の
高
騰
な
ど
か
ら
、
平
成
27
年
４

月
１
日
か
ら
し
尿
の
処
理
手
数
料

を
引
き
上
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

18
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
・
・
・

　

２
０
６
円　

→

　

２
１
９
円

問
合
せ　

環
境
政
策
課
（
☎
23
―

５
２
５
９
）

　

ご
み
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
許

可
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
！

　

ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
ご
み

に
つ
い
て
は
、
古
紙
等
の
例
外
を

除
き
『
米
子
市
の
一
般
廃
棄
物
収

集
運
搬
許
可
業
者
』
し
か
収
集
運

搬
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

許
可
の
な
い
業
者
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
古
物
商
の
許
可
や
産
業

廃
棄
物
の
許
可
で
も
、
ご
家
庭
で

不
用
に
な
っ
た
ご
み
の
収
集
運
搬

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
不
要
な
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め

に
も
、
無
許
可
の
廃
棄
物
収
集
運

搬
業
者
に
依
頼
し
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
『
米
子
市
の
一
般
廃
棄
物
収
集

運
搬
許
可
業
者
』
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
ご
み
分
別
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
（
30
ペ
ー
ジ
）、
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

環
境
事
業
課
（
☎
23
―

５
３
０
０
）

　

外
国
語
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

放
送
を
始
め
ま
し
た

　

米
子
市
で
は
、
現
在
、

Ｄだ

ら

ず

Ａ
Ｒ
Ａ
Ｚ
Ｆエ

フ
エ
ムＭ
（
周
波
数
79
．

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
非
常
勤
職
員
）
を
募
集
し
ま
す

募
集
職
種
・
人
数　

生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
１
人

職
務
内
容　

長
寿
社
会
課
に
勤
務

し
、
生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
向
け
て
、
地
域
資

源
の
発
掘
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

行
な
い
、
高
齢
者
を
地
域
で
支
え

る
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

応
募
資
格　

地
域
福
祉
活
動
に
熱

意
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
方
で
、
普

通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

試
験
日
・
科
目　

３
月
15
日
㈰
・

作
文
、
面
接

試
験
会
場　

市
役
所
会
議
室

採
用
予
定
日　

平
成
27
年
４
月
１
日

申
込
締
切
日　

３
月
12
日
㈭
必
着

※
く
わ
し
く
は
、
受
験
案
内
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―

５
１
５
５
）

　

米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

バ

ナ
ー
広
告
募
集
中
！

　

米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
有
料

バ
ナ
ー
広
告
主
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

広
告
掲
載
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

（
平
成
25
年
度
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
実

８
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）
で
市
民
の
皆
さ

ん
向
け
の
生
活
に
役
立
つ
情
報
を

放
送
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
外

国
語
（
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
・

朝
鮮
語
）
で
お
知
ら
せ
す
る
外
国

語
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
、
１

月
16
日
か
ら
放
送
を
始
め
ま
し

た
。

　

放
送
時
間
は
、
毎
週
金
曜
日
の

午
後
７
時
45
分
か
ら
の
15
分
番
組

で
す
。
再
放
送
は
、
日
曜
日
：
午

後
６
時
45
分
、
月
曜
日
：
午
前
６

時
15
分
で
す
。

問
合
せ　

秘
書
広
報
課
（
☎
23
―

５
３
７
２
）

　

彼
岸
花
の
球
根
を
集
め
て
い
ま

す
　

上
淀
白
鳳
の
丘
展
示
館
で
は
、

「
彼
岸
花
の
里
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
て
国
史
跡
「
上
淀
廃

寺
跡
」
に
彼
岸
花
を
植
え
て
い
ま

す
。
彼
岸
花
の
球
根
を
提
供
し
て

い
た
だ
け
る
方
や
提
供
に
関
す
る

情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
展
示
館

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

上
淀
白
鳳
の
丘
展
示
館

（
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
56
―
２
２
７
１
）

犬
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

緊
急
放
送
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
　
☎
０
１
２
０
―
３
１
０
―
４
７
５
（
サ
イ
ガ
イ
ゼ
ロ
ヨ
ナ
ゴ
）

く
ら
し
の情

報

績　

６
７
万
９
０
３
０
件
）

広
告
の
種
類　

バ
ナ
ー
広
告

掲
載
期
間　

１
か
月
単
位
で
、
複

数
月
に
わ
た
る
掲

載
も
可
能
で
す
。

掲
載
料
金　

１
か

月
１
枠
あ
た
り

２
０
０
０
０
円

く
わ
し
く
は
、

米
子
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.city.yonago.lg.jp/6139.

htm

）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

秘
書
広
報
課
（
☎
23
―

５
３
７
２
）

　

市
民
農
園
の
入
園
者
を
募
集
し

ま
す

　

自
然
に
ふ
れ
あ
い
、
野
菜
や
花

な
ど
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

募
集
区
画
数
（
１
区
画
約
30
平
方

メ
ー
ト
ル
）

日
原
農
園　

５
区
画
（
予
定
）

夜
見
農
園　

２
区
画
（
予
定
）

貸
付
期
間　

貸
付
決
定
日
～
平
成

28
年
２
月
29
日

利
用
料　

年
間
２
６
０
０
円

募
集
期
間　

４
月
１
日
㈬
～
10
日

㈮　

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

に
よ
り
選
考
い
た
し
ま
す
。

申
込
方
法　

農
林
課
に
備
え
付
け

の
申
込
書
に
記
入
・
押
印
の
う
え



お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
ス
タ

ン
プ
印
不
可
）

申
込
・
問
合
せ　

農
林
課
（
☎
23

―
５
２
２
１
）

　

少
年
剣
道
・
柔
道
教
室
の
新
入

生
募
集

　

米
子
市
営
武
道
館
で
は
、
次
の

と
お
り
少
年
剣
道
・
柔
道
教
室
の

新
入
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
数

○
剣
道　

定
員
制
限
な
し
（
満
６

歳
～
小
学
６
年
生
を
対
象
、
経
験

者
の
入
部
も
可
）

○
柔
道　

定
員
制
限
な
し
（
満
５

歳
～
小
学
６
年
生
に
な
る
児
童
）

指
導
日
（
随
時
見
学
可
）

○
剣
道

毎
週
火
・
木
曜
日　

午
後
５
時
50

分
～
７
時

毎
週
土
曜
日　

午
後
３
時
～
４
時

15
分

○
柔
道

毎
週
火
・
木
曜
日　

午
後
５
時
30

分
～
７
時
15
分

毎
週
土
曜
日　

午
後
４
時
～
６
時

※
指
導
日
に
つ
い
て
は
、
変
更
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

指
導
員

○
剣
道　

米
子
市
剣
道
連
盟
会
員

○
柔
道　

米
子
市
柔
道
連
盟
会
員

申
込
方
法

米
子
市
営
武
道
館
に
備
え
付
け
の

申
込
書
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。（
随
時
受
付
お
よ
び
見
学
可
）

問
合
せ

体
育
課　

米
子
市
役
所
第
２
庁
舎

３
階
（
☎
23
―
５
４
２
６
）

米
子
市
営
武
道
館　

米
子
市
糀
町

１
丁
目
（
☎
32
―
０
０
５
５
）

　

第
78
期
ど
ら
ド
ラ
パ
ー
ク
米
子

水
泳
教
室
生
徒
募
集

期
間　

平
成
27
年
４
月
～
５
月
の

２
か
月
間

対
象　

幼
児
（
４
歳
～
６
歳
）、

小
学
生
、
18
歳
以
上
の
方

申
込
期
間　

３
月
９
日
㈪
～
19
日

㈭
の
午
前
10
時
～
午
後
６
時
（
水

曜
日
休
館
）

抽
選
日　

３
月
21
日
㈯
㈷
、
22
日

㈰
、
24
日
㈫

※
く
わ
し
く
は
、
ど
ら
ド
ラ

パ
ー
ク
米
子
水
泳
場
（
☎
32
―

３
０
３
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

自
衛
官
募
集

■
予
備
自
衛
官

　

予
備
自
衛
官
補
と
は
、
自
衛
官

未
経
験
者
を
自
衛
官
補
と
し
て
採

用
し
、
普
段
社
会
人
、
学
生
等
と

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
従
事
し

な
が
ら
、
所
要
の
教
育
訓
練
を
経

た
後
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
任
用

し
ま
す
。
一
般
公
募
と
技
能
公
募

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

教
育
期
間
お
よ
び
応
募
資
格

▼
一
般
公
募

教
育
期
間　

３
年
間
で
合
計
50
日

（
合
計
４
０
０
時
間
の
履
修
）

応
募
資
格　

18
歳
以
上
34
歳
未
満

▼
技
能
公
募

教
育
期
間　

２
年
間
で
合
計
10
日

（
合
計
80
時
間
の
履
修
）

応
募
資
格　

多
種
に
わ
た
る
た

め
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

い
ず
れ
も
、
１
月
８

日
㈭
～
３
月
24
日
㈫

試
験
日　

４
月
10
日
㈮
か
ら
14
日

㈫
ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日
が
指
定

さ
れ
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
地

域
事
務
所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
幹
部
候
補
生
募
集

　

自
衛
官
幹
部
候
補
生
と
は
、
一

般
大
学
等
出
身
の
方
を
自
衛
隊
幹

部
候
補
生
と
し
て
採
用
後
、
一
定

期
間
の
教
育
を
受
け
た
後
、
幹
部

自
衛
官
に
な
り
ま
す
。「
一
般
幹

部
候
補
生
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
要
員
含

む
。）」「
海
上
技
術
幹
部
候
補
生
」

「
医
科
・
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候

補
生
」
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間

　

３
月
１
日
㈰
～
５
月
１
日
㈮

試
験
日

　

５
月
16
日
㈯
・
筆
記
試
験

　

５
月
17
日
㈰
・
筆
記
式
操
縦
適

性
検
査（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
。）

※
く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
地

域
事
務
所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

一
般
公
開
健
康
講
座（
第
47
回
）

と
き　

３
月
12
日
㈭　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
「
脂
質
異
常
症
っ
て
な

ん
だ
ろ
う
？
」

講
師　

山
陰
労
災
病
院　

糖
尿

病
・
代
謝
内
科
部
長　

宮み
や
も
と本
美み

か香

さ
ん

※
入
場
無
料
、
申
込
不
要

問
合
せ　
（
公
社
）
鳥
取
県
西
部

医
師
会
（
☎
34
―
６
２
５
１
）

　

鳥
取
環
境
大
学
公
開
講
座

と
き　

３
月
14
日
㈯　

午
前
10
時

30
分
～
正
午

と
こ
ろ　

鳥
取
環
境
大
学
西
部
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

テ
ー
マ　
「
環
境
報
告
書
の
読
み

方
」

講
師　

経
営
学
部
講
師　

中な
か
お尾
悠ゆ

利り

子こ

さ
ん　

※
受
講
料
無
料

申
込
・
問
合
せ　

鳥
取
環
境
大
学

西
部
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

（
☎
23
―
１
３
１
１
）

　

鳥
取
大
学
サ
イ
エ
ン
ス
・
ア
カ

デ
ミ
ー

第
２
回

と
き　

３
月
14
日
㈯　

午
前
10
時

30
分
～
正
午

と
こ
ろ　

米
子
市
立
図
書
館　

２

階
研
修
室

テ
ー
マ　
「
鳥
取
の
地
に
潜
む
有

益
な
バ
ク
テ
リ
ア
と
そ
の
可
能

性
」

講
師　

鳥
取
大
学
農
学
部
准
教
授

　

有あ
り
ま馬

二じ
ろ
う朗

さ
ん

第
３
回

と
き　

３
月
28
日
㈯　

午
前
10
時

30
分
～
正
午

と
こ
ろ　

米
子
市
立
図
書
館　

２

階
研
修
室

テ
ー
マ　
「
路
線
バ
ス
利
用
の
利

便
性
向
上
を
目
指
し
た
バ
ス
ネ
ッ

男
女
共
同
参
画
推
進
作
品　
　

障
壁
は　

心
の
中
の　

性
区
分　
　
　

一
般
応
募
作
品

健
康
診
断
な
ど
で
よ
く
目
に
す
る
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
。
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
が
高
い
と
、

ま
た
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
低
い

と
、
動
脈
硬
化
疾
患
で
あ
る
心
筋
梗
塞

や
脳
梗
塞
の
発
症
が
高
く
な
り
ま
す
。

脂
質
異
常
は
無
症
状
で
す
が
、
な
ぜ
検

査
や
治
療
が
必
要
な
の
か
、
ど
う
予
防

し
た
ら
よ
い
の
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。



ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

講
師　

工
学
研
究
科
教
授　

菅す
が
は
ら原

一か
ず
の
り孔

さ
ん

問
合
せ　

米
子
市
立
図
書
館
（
☎

22
―
２
６
１
２
）

　

よ
な
ご
ア
カ
デ
ミ
ー

【
食
コ
ー
ス
】

第
３
回
開
催
日　

３
月
７
日
㈯

テ
ー
マ　
「
食
べ
物
の
お
い
し
さ
」

講
師　

鳥
取
短
期
大
学
助
教　

亀か
め

崎ざ
き

幸さ
ち
こ子
さ
ん

【
生
活
習
慣
病
予
防
コ
ー
ス
】

第
１
回
開
催
日　

３
月
14
日
㈯

テ
ー
マ　
「
高
齢
期
に
向
け
て
の

栄
養
に
つ
い
て
」

講
師　

鳥
取
短
期
大
学
助
教　

横よ
こ

山や
ま

弥や

枝え

さ
ん

第
２
回
開
催
日　

３
月
21
日
㈯
㈷

テ
ー
マ　
「
最
近
話
題
の
メ
タ
ボ

と
ロ
コ
モ
」

講
師　

鳥
取
短
期
大
学
教
授　

野の

津つ

あ
き
こ
さ
ん

第
３
回
開
催
日　

３
月
29
日
㈰

テ
ー
マ　
「
運
動
と
健
康
」

講
師　

鳥
取
短
期
大
学
教
授　

逢あ
い

坂さ
か

秀ひ
で
き樹

さ
ん

い
ず
れ
の
講
座
も

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

米
子
市
立
図
書
館　

２

階
研
修
室

定
員　

30
人
※
要
予
約

受
講
料　

５
０
０
円　

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
（
☎
23
―

５
４
４
４
）

　

世
界
腎
臓
デ
ー
in
米
子

２
０
１
５

と
き　

３
月
29
日
㈰　

午
後
０
時

30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

（
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
・
広
場
）

対
象　

一
般
市
民

参
加
費　

無
料

内
容

①
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
て
各
専
門

医
に
よ
る
講
演
会
（
午
後
１
時
30

分
～
３
時
）

中な
か
お
か岡

明あ
き
ひ
さ久

さ
ん　

腎
臓
専
門
医
・

透
析
専
門
医

宮み
や
も
と本
美み

か香
さ
ん　

糖
尿
病
専
門
医

水み
ず
た田
栄え

い
の
す
け

之
助
さ
ん　

高
血
圧
専
門

医
・
循
環
器
専
門
医

林は
や
し

篤あ
つ
しさ

ん　

小
児
腎
臓
専
門
医

②
慢
性
腎
臓
病
関
連
の
ポ
ス
タ
ー

掲
示
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ

の
配
布

③
血
圧
測
定

④
質
問
紙
に
よ
る
腎
臓
病
チ
ェ
ッ

ク⑤
尿
検
査
・
塩
味
覚
検
査

⑥
認
定
看
護
師
・
管
理
栄
養
士
・

薬
剤
師
に
よ
る
個
別
医
療
・
栄
養

相
談

問
合
せ　

山
陰
労
災
病
院
（
☎
33

―
８
１
８
１　

腎
臓
内
科
中
岡
さ

ん
、
ま
た
は
腎
セ
ン
タ
ー
森
岡
さ

ん
）

　

淀
江
の
魅
力
再
発
見
！
写
真
作

品
展

　
「
淀
江
の
魅
力
再
発
見
！
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
４
」
に
応

募
い
た
だ
い
た
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
淀
江
の
魅
力
を
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
で
切
り
取
っ
た
作
品
を
ぜ
ひ

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

と
き　

３
月
10
日
㈫
～
26
日
㈭　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
は
閉
庁
で
す
。

と
こ
ろ　

米
子
市
淀
江
支
所　

市

民
ホ
ー
ル

主
催
・
問
合
せ　

よ
ど
え
ま
ち
づ

く
り
推
進
室
（
☎
56
―
３
１
６
４
）

共
催　
（
一
財
）
米
子
市
文
化
財

団　

米
子
市
淀
江
文
化
セ
ン
タ
ー

男
女
共
同
参
画
推
進
作
品　
　

参
画
を　

担
う
は
あ
な
た　

担
当
大
臣　
　
　

一
般
応
募
作
品

米子市男女共同参画センター“かぷりあ”
第11回かぷりあ祭

一人ひとりのステキな出会いが大きなパワーへ
■と き　３月８日（日）午前10 時～午後４時
■ところ　米子市文化ホール　イベントホールほか

男女共同参画センター“かぷりあ”（イオン米子駅前店４階）
■イベント内容

▼文化ホール　イベントホール
○かぷりあ登録団体による紙芝居、バンド演奏、合唱、気功、太極
拳、ミュージカルなど　○平林都さん講演会　○ hearty party こど
もヒップホップダンスパフォーマンス　○クロマチックハーモニカの
演奏

▼文化ホール　オープンスペースなど
食品販売（古代おこわ、炊き込みご飯、いただき、米粉たこ焼き、パン、
ケーキ、わたがし、コーヒー、紅茶など）、新鮮野菜・手作り作品販売、
フリーマーケット、バザー、お茶席、生け花展示など

▼男女共同参画センター“かぷりあ”
○かぷりあ登録団体活動紹介パネル展示（８日（日）～ 15 日（日））
○米子の歴史ロマン探訪（ミニ講座、写真・資料の展示）　○折り紙
作り、お手玉作成・販売　○行政書士無料相談　○クイズラリー参加
者全員に景品進呈

平林都さん講演会
『人生を変える人と人との出会い』

～相手を思いやる心が人の喜びとなり、自分も幸せになる～
■と き　３月８日（日） 午後１時30分～３時10分
■ところ　米子市文化ホール　イベントホール（か
ぷりあ祭会場）
■講 師　株式会社エレガント・マナースクール

代表取締役社長　平林　都さん
※入場無料・申込不要（当日先着180人）
■問合せ　男女共同参画推進課（☎２３－５４１９）

よなごキッズページを開設しました
　１月22日に、市ホーム
ページの中に子ども向け
ページ「よなごキッズペー
ジ」を開設しました。お子さんの調べ学習など
にお役立ていただくとともに、ご家族でも楽し
める内容となっています。
http://www.city.yonago.lg.jp/kids/ 



男
女
共
同
参
画
推
進
作
品　
　

女
性
と　

男
性
つ
な
ぐ　

心
の
輪　
　
　

一
般
応
募
作
品

生涯学習相談
　春に向けて、何か新しい事を始めてみませんか。
　市主催の学習講座や市内公民館で活動しているサークル
など、ご希望にあうものを探すお手伝いをしています。
　お気軽にお尋ねください。
■担当　生涯学習課（市役所第２庁舎３階）（☎２３－
５４４４、ＦＡＸ２３－５４１４）※受付時間：午前10時30
分～午後４時（土、日、祝日を除く。）

米子市老人福祉センター
書道・陶芸・木彫講座　受講生募集
　米子市老人福祉センター（ふれあいの里４階）では、平
成27年度の書道・陶芸・木彫講座の受講生を募集します。
場所 講座名 開催日 対象者 募集人員

老人
福祉
セン
ター

書道
毎週月曜日（月４回）
午前10時～正午

市内にお住まい
の60歳以上の方
２年間の受講が
可能な方
未経験者大歓迎

24人程度

陶芸
毎週火曜日（月４回）
午後１時～３時

24人程度

木彫
第１・３週の金曜日
午前10時～午後３時

24人程度

■受講料　無料（作品展出品料・材料代等実費は必要です。）
■申込期限　３月15日（日）
■申込方法　往復はがきに、希望講座名・住所・氏名（ふ
りがな）・年齢・電話番号をご記入のうえ、お申し込みくだ
さい。なお、応募者多数の場合は抽選となります。
■申込・問合せ　〒６８３－０８１１　米子市錦町１丁目139
－３　米子市老人福祉センター（☎２３－５４９１）

米子市老人憩の家
陶芸・木彫講座　受講生募集

　米子市老人憩の家趣味の作業所では、平成27年度の陶芸・
木彫教室の受講生を次のとおり募集します。
場所 講座名 開催日 対象者 募集人員

老人
憩の
家

陶芸

毎週火曜日
午前10時～午後３時 市内にお

住まいの
60歳以上
の方

５人程度
※２日間とも
参加できる方

毎週水曜日
午前10時～正午

木彫 毎週土曜日
午前10時～正午

５人程度

■受講料　無料（材料代等実費）
■申込期限　３月16日（月）
■申込方法　郵便はがきに、希望講座名・住所・氏名（ふ
りがな）・年齢・電話番号を記入のうえ、お申し込みくださ
い。なお、応募者多数の場合は抽選となります。
■申込・問合せ　〒６８３－８６８６　米子市加茂町１－１
　長寿社会課（☎２３－５５４１）

平成26年度米子人生大学特別講座
　３月に米子人生大学特別講座を開催します。申込不要、
受講料無料。どなたでも受講できます。開演時間の15分前
までにご来場ください。
■と き　３月９日（月）開場：午後１時、開演：午後１時

30分、終演：午後３時
■ところ　米子市福祉保健総合センター（ふれあいの里）

大会議室
■テーマ　「明日へつながる幸せの轍（わだち）」

～思いっきり生きた地球自転車旅～
■講 師　自転車野郎アキラ　加藤彰さん
■主 催　米子人生大学友の会　
■共 催　米子市教育委員会
■問合せ　生涯学習課（☎２３－５４４４）
※とっとり県民カレッジ連携講座です。

地震研究講演会を開催します
　地震や火山活動がどうなるか予測することが重要な課題
となっている昨今、鳥取県西部地震の余震域において、最
先端の地震観測・研究が行なわれています。
　そこで、山陰地方の地震帯における地震活動や地震防災
に理解を深めるとともに、鳥取県西部地域における研究計
画について分かりやすく解説することを目的として講演会
が開催されます。
■と き　３月14日（土）午後２時　
■ところ　米子市福祉保健総合センター（ふれあいの里）
大会議室
■テーマ　「３.11 後の日本列島を理解するために－山陰地
方の地震帯における最先端地震観測－」
■講 師　名古屋大学　加

か と う

藤愛
あ い た ろ う

太郎さん、鳥取大学　香
か が わ

川
敬
たか

生
お

さん、京都大学　飯
い い お

尾能
よしひさ

久さん、鳥取大学　塩
しおざき

崎一
いちろう

郎
さん、京都大学　西

にしむら

村卓
た く や

也さん、新潟大学　小
こばやし

林健
け ん た

太さん、
九州大学　松

まつもと

本聡
さとし

さん
■問合せ　鳥取県危機管理政策課　広域防災担当（☎
０８５７－２６－７８９４）

鳥取県西部広域行政管理組合からの
お知らせ

　鳥取県西部広域行政管理組合事務局は、担当部署に直接
電話をかけることができる「直通番号」を増やしました。
各担当部署の直通電話番号はつぎのとおりです。

総務課

代表・人事給与係 ☎２２－７７２２
認定審査係 ☎２２－７７２４
入札財政係 ☎２２－７７３２ ☆
企画情報係 ☎２２－７７３５ ☆

会計室 ☎２２－７７３６ ☆
視聴覚ライブラリー ☎２２－７７５３

施設工事課

施設総務係・建築工
事係（米子浄化場）

☎２９－５１２４

施設維持係（白浜浄
化場）

☎５６－６３８０

火葬場（桜の苑） ☎３５－３３４４

環境資源課

環境総務係・不燃ご
み処理係（リサイク
ルプラザ）

☎６８－４０７１

資源再生係（エコス
ラグセンター）

☎６８－３８６３

担当部署が分からない場合は、代表番号（☎２２－７７２２）
または各課総務係におかけください。
※　☆が今回新たに導入した直通番号です。
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■人権相談
人権擁護委員が相談に応じます。相談無料、予約不要。

▼ 10日（火）、４月10日（金）午後１時～４時／市役所第
２庁舎１階相談室／問人権政策課（☎２３－５４１５）※
鳥取地方法務局米子支局（☎２２－６１６１）では、毎日
人権相談に応じています。
■行政相談
国など役所へのご要望、ご意見について行政相談委員
が相談に応じます。予約不要。 ▼９日（月）／市役所本
庁舎４階402会議室、25日（水）、４月７日（火）／市役
所第２庁舎３階会議室。いずれも午後１時～４時／問市
民相談課（☎２３－５３７８）
■多重債務・法律相談会
多重債務やヤミ金融等について、弁護士や司法書士等
が無料で相談に応じます。１件30分、要予約。 ▼ 12日
（木）午後１時30分～４時／米子コンベンションセンター
／毎月開催／問鳥取県西部消費生活相談室（☎３４－
２６４８）・米子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）
■米子市消費生活相談室
買い物、訪問販売のトラブルや借金、架空請求、クーリ
ング・オフなど消費生活に関する相談に応じます。 ▼平
日午前８時30分～午後５時／消費生活相談室（市役所本
庁舎１階）／問米子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）
■法律相談センター米子
法律に関する困りごと、多重債務、クレジット、消費
者金融などについて、弁護士が相談に応じます。１件
30分5,000円。※ただし、多重債務（クレジット、消
費者金融）の相談は無料。要予約（受付：平日午前９時
～午後５時） ▼毎週火曜日の午後３時～７時／米子天満
屋４階／問鳥取県弁護士会米子支部（☎２３－５７１０）
■心配ごと相談・法律相談
●心配ごと相談　日常生活の悩みや心配ごとについて、
相談員（民生委員）が相談に応じます。予約不要、無料。

▼毎週月・水・金曜日（祝日・休日および年末年始は除く。
ただし、月・水曜日が祝日・休日の場合はその翌日）の
午前10時～午後３時／ふれあいの里１階
●法律相談　弁護士が相談に応じます。１人30分、費
用2,000円、要予約。 ▼毎月第１・３月曜日（年末年始
は除く。月曜日が祝日・休日の場合はその翌日）午後１
時～３時／ふれあいの里１階／毎週月・水・金曜日の午前
10時～午後３時に、電話（☎２２－７８３０）で予約／問
米子市社会福祉協議会（☎２３－５４９０）
■鳥取県行政書士会無料相談
相続・遺言・成年後見・交通事故・外国籍の方の在留
（ビザ）・帰化など、行政書士が無料で相談に応じます。
予約不要。 ▼８日（日）午前10時～午後３時（かぷりあ
祭の参加事業として開催します。）／イオン米子駅前店
４階男女共同参画センター会議室／問鳥取県行政書士会
事務局（☎０８５７－２４－２７４４）
■土地境界に関する無料相談会
土地の境界に関する相談、土地・建物の表示に関する
登記（土地測量・分筆・地目変更、建物新築・増築・
取壊の登記など）に土地家屋調査士が無料で相談に応
じます。 ▼ 14日（土）午前10時～午後４時（受付：午
前10時～午後３時）／米子市文化ホール／問鳥取県土
地家屋調査士会事務局（☎０８５７－２２－７０３８）

米子市営住宅入居者募集
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地
空家番号

構造 間取り 家賃月額 建築
年度棟 号

白 浜
住 宅

淀江町
西 原 19T1 104 耐 火

２ 階 建 3LDK
27,100円
～53,200円 H19

■入居者の資格
　現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事
実上婚姻関係と同様の事情にある方などを含む。）がある方。た
だし、生年月日が昭和31年４月１日以前の方などは、単身での
お申込みが可能です。／世帯の収入が公営住宅法に定める収入
基準に合う方／現に、住宅に困窮していることが明らかな方／
米子市税などの滞納がない方／暴力団員でないこと
■申込受付期間　２日（月）～６日（金）
■申込受付時間　午前８時30分～午後５時15分
■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）
　　　　　　　　淀江支所地域生活課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類
　住宅申込書のほか、申込理由により添付書類が必要となる場
合があります。添付書類については、建築住宅課にご確認くだ
さい。住宅申込書は建築住宅課、淀江支所地域生活課にありま
す。※米子市に住民登録されている方は、住民票の提出は必要
ありません。
■入居選考方法　９日（月）公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　４月１日（水）
※次回の市営住宅入居者募集は４月１日からの予定です。
■問合せ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

米子市立図書館ビジネス支援（要事前申込）
●「起業・経営なんでも相談会」
とき・ところ　１日（日）午後１時～５時・２階研修室
予約先　米子市立図書館（☎２２－２６１２）
●「起業・事業融資相談会」
とき・ところ　１日（日）午後１時～５時・２階研修室
予約先　日本政策金融公庫米子支店（☎３４－５８２１）
●「労務出張無料相談会」
とき・ところ　12日（木）午後２時～５時・２階研修室
予約先　鳥取県産業振興機構西部支部（☎２７－１９４２）
●「よなご若者サポートステーション出張相談」
とき・ところ　17日（火）午後１時～５時・２階研修室
予約先　よなご若者サポートステーション（☎２１－８７６６）
●「ビジネス情報相談会」
とき・ところ　20日（金）午後１時～３時・２階研修室
予約先　鳥取県立図書館（☎０８５７－２６－８１５５）
●「特許無料相談」
とき・ところ　24日（火）午後１時～４時・２階研修室
予約先　米子市立図書館（☎２２－２６１２）

■日曜合同相談会
解雇、雇止め、賃金未払い、労働時間、有給休暇、パワー
ハラスメントなど労働問題全般について、弁護士・社会保
険労務士などが無料で相談に応じます。予約受付あり。 ▼

８日（日）午前10時～午後３時／ふれあいの里４階／問労使
ネットとっとり（鳥取県労働委員会）（☎０１２０－７７－
６０１０）
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■申込・問合せ
健康対策課（☎２３－５４５２～５４５４）
錦町一丁目「ふれあいの里」３階

お子さんの予防接種
◆結核予防接種（BCG）◆

■ところ　米子市福祉保健総合センター　
（ふれあいの里）３階

■受　付　午後１時～２時（接種開始は午後１時15分～）

▼生まれ月ごとに毎月実施します。受けられなかった場合
は、翌月以降に受けてください。

▼母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子健康手
帳がないと受けられません。「予防接種と子どもの健康」
の冊子を読んできてください。体温は接種会場で測りま
す。

対 象 児 接 種 日
H26年９月25日～H26年10月12日生 ３月12日（木）
H26年10月13日～H26年10月25日生 ３月25日（水）
H26年10月26日～H26年10月31日生 ４月９日（木）

生後５か月で接種します。生後12か月未満で接種を受けて
いない方も受けてください。（平成25年４月から、対象年齢
が12か月未満に変更となりました。）

水痘ワクチン定期接種のお知らせ
平成26年10月から、水痘ワクチンが定期予防接種になりま
した。
■対象年齢　１歳から３歳未満の方
■接種回数　３か月以上の間隔で２回
■標準的な接種期間

▼１回目：１歳から１歳３か月までの間に接種

▼２回目：１回目から、６か月～12か月の間隔をおいて接種

（経過措置）
　平成26年10月１日～平成27年３月31日までの間（今
年度限り）、３歳から５歳未満の方については、定期接
種の対象となります。接種回数は１回です。
　ただし、任意接種として水痘ワクチンの接種を１回以
上受けたことがある方、既に水痘にかかったことがある
方は、定期接種として受けることはできません。
　くわしくは健康対策課までお問い合わせください。

◎費用は無料です。
◎接種場所は米子市委託医療機関です。

麻しん（はしか）風しんの
予防接種はお済ですか？

１歳のお子さん、年長さんの保護者の方へ
次の方を対象に、麻しん風しん混合予防接種（MR２期）を
実施しています。
※年長さんが無料で接種できるのは、３月31日までです。
※委託医療機関に個人で予約してから接種を受けてくださ
い。
※予診票と母子健康手帳をご持参ください。
※予診票を紛失された方は、接種医療機関または健康対策
課までご相談ください。

対象者 接種期間（無料）
１歳のお子さん １歳～２歳未満

年長さん H20年４月２日～H21年４月１日生 平成27年３月31日まで

３種混合予防接種の
追加接種は終わりましたか？
ワクチン接種が完了していない方へ

１期初回接種が途中までの方、１期初回接種（３回）は終了
したが追加接種がまだの方は、早めの接種をお勧めします。
母子手帳を確認して、接種がまだの方は受けてください。
■対象年齢　生後３か月から７歳６か月未満
■接種回数

▼１期初回（３回）：20日以上の間隔をおいて
（標準的には20日から56日の間隔をおいて）

▼１期追加（１回）：１期初回接種終了後６か月以上の間隔
をおいて
（標準的には12か月から18か月までの間隔をおいて）
◎費用は無料です。
◎接種場所は米子市委託医療機関です。

３月は「自殺対策強化月間」
　「最近、眠れなくて困っている」「もしかして、うつ？」など、
こころの健康に不安を感じたら、ひとりで抱え込まず、ご
相談ください。
【こころの相談窓口】
米子市健康対策課（☎２３－５４５２）
西部総合事務所福祉保健局（☎３１－９３０４）
鳥取県立精神保健福祉センター
　（☎０８５７－２１－３０３１）
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成人用肺炎球菌ワクチンの
接種はお済みですか？

　３月末で今年度の高齢者の肺炎球菌ワクチン接種期間が
終了します。
　対象となる年齢の方で成人用肺炎球菌ワクチン未接種の
方を対象に、肺炎球菌ワクチン接種を実施しています。接
種期間が３月末までになりますので、接種をご希望の方は、
注意事項をご確認のうえ、忘れずに接種をお願いします。
【注意事項】
１　受診券は昨年９月末に送付済みですが、紛失等された
場合は、再交付しますので、健康対策課までご連絡くだ
さい。
２　市では予防接種歴を把握できないため、対象年齢の方
全員に受診券をお送りしていますが、過去に任意で接種
した方はこの受診券を使ってワクチン接種を受けること
はできません。接種歴にご注意ください。

【対象者】
①次の表の生年月日の方
65歳となる方 昭和24年４月２日～昭和25年４月１日生
70歳となる方 昭和19年４月２日～昭和20年４月１日生
75歳となる方 昭和14年４月２日～昭和15年４月１日生
80歳となる方 昭和９年４月２日～昭和10年４月１日生
85歳となる方 昭和４年４月２日～昭和５年４月１日生
90歳となる方 大正13年４月２日～大正14年４月１日生
95歳となる方 大正８年４月２日～大正９年４月１日生
100歳以上の方 大正４年４月１日以前にお生まれの方
② 60～64歳で、心臓、じん臓もしくは呼吸器の機能又は
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有する方
※平成27年度の肺炎球菌ワクチン接種事業については「広
報よなご４月号」でお知らせします。

届きましたか？特定保健指導利用券
健診結果相談会・健康づくり懇談会のご案内

　米子市の特定健康診査または人間ドックを受けられた方で、対象の方には、「健診結果相談会」「健康づくり懇談会」のご
案内（特定保健指導利用券）を随時お届けしています。
　これから先、脳卒中、心臓病、糖尿病などの生活習慣病を起こさないために、保健師、管理栄養士と一緒に健診結果から
健康について考えてみませんか。ご利用いただける期間は３月末までです。お早めにお申し込みください。

腹囲（おへそ周り）ま
たはＢＭＩ（体格指数）
で肥満と判定

《危険因子》
①血糖に異常
②血圧に異常
③血中脂質に異常
④（たばこを吸っている）

健診結果相談会
（動機づけ支援）

健康づくり懇談会
（積極的支援）

大切なご家族を自死で亡くされた方へ
～「家族の集い」のお知らせ～

　「家族の集い」は、自死で家族を亡くされた方が集い、安
心して語り合い気持ちを分かち合う会です。大切な人の思
い出や人にはなかなか言えないあなたの気持ち、言葉にす
ると気持ちが少し軽くなるかもしれません。
　他の人のお話を聞くだけの参加や、匿名での参加もでき
ます。運営は鳥取県立精神保健福祉センターの担当者と自
死遺族自助グループ“コスモスの会”のメンバーの協力に
より行なっています。
■対 象　ご家族を自死で亡くされた方（親、配偶者、兄弟、
子どもなど）
■内 容　参加されたご家族同士で自由に語り合いながら
気持ちの分かち合いをします。
■ところ　ふれあいの里４階
■日 程　３月21日、５月９日、７月11日、９月12日、11
月14日、平成28年１月９日、３月12日
■時 間　午前10時30分～正午
■問合せ　鳥取県立精神保健福祉センター（☎０８５７－２１
－３０３１）※申込みは不要です。気が向いた時にいつでも
直接会場に出かけてみてください。

自助グループ・逢いたい～ぼちぼちの集い～
「分かち合い」（米子会場）のお知らせ

■と き　21日（土・祝）午後１時30分～４時
■ところ　ふれあいの里４階　研修室２
■参加費　300円（会場費・茶菓子代）
■参加者　自死で家族を亡くした自死遺族のみ（病死、事故
死等の家族の方は不可）※集いでの内容は固く守られます。
なお、予約不要で、時間内の途中参加・退席も自由です。
■問合せ　自助グループ・逢いたい～ぼちぼちの集い～事
務係（☎０８０－８２３６－９８２１）
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たまごサンドとアップル
ティーバレンタインコンサー
ト・その17
１日（日）午後２時～３時30分。
リコーダーの素敵な音色をお楽
しみください。入場自由、無料。
かぞくのじかん～かえっこバ
ザールをみんなで楽しもう～
14日（土）午前10時～午後４時
30分。おもちゃの交換システ
ム「かえっこバザール」をメイ
ンに、子どもに関わる様々な体
験活動を家族みんなで楽しみ
ます。おもちゃの持ち込みはカ
ウンターで先行受付中です。く
わしくはセンターだより、ま
たは児童文化センターホーム
ページでご確認ください。
おもちゃの病院
15日（日）①午前10時～②午
前11時～、対象：幼児～中学
生、各回６組、診察料：無料
（部品代のみ実費）。修理でき
ないおもちゃもあります。※
１家族１点限り。電話受付中。
じどぶんフリーマーケット
29日（日）午前10時～11時
30分。取扱品目：子どもの
衣類、育児用品、絵本、お
もちゃなど。販売価格：０～
500円。出店者は先着10組、
８日（日）から電話受付。
プラネタリウム「３月の星座解
説」「星座物語」

平日…午後２・３時、春休み中
（25日～４月６日）の平日…午
前11時・午後２・３時、土・日・
祝日…午前11時・午後１・２・３・
４時の投影。幼児・70歳以上
の方無料、小中高校生50円（土・
日・祝日は無料）、大人310円。
ナイトプラネタリウム
21日（土・祝）午後６時30分
～７時10分。幼児・小中高
校生・70歳以上の方無料、
大人310円。
天体観望会「木星を見よう」
21日（土・祝）午後７時30分
～８時30分。対象：どなた
でも可、40人、無料。７日（土）
から電話受付。
えほんとわらべうた
毎週水曜日、０～１歳半：午
前10時30分～、１歳以上：
11時10分～。
おはなしのへや（共催：朗読
ボランティア火曜の会）
８日（日）午前11時～11時
30分。対象：幼児～大人。
紙芝居のじかん
21日（土・祝）午後２時30分
～３時、対象：幼児～大人。
だくちるおはなし会（共催：
おはなしグループだくちる）
28日（土）午後２時15分～２
時45分。対象：幼児～大人。
じどぶん育児相談室「ままこん」
25日（水）午前10時～正午。
予約不要、相談無料。元保育
士が子育て中の保護者の悩み
の相談にのります。

■開館時間（電話受付時間）
午前９時～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜日
■多目的ホールと研修室は開館
日の午後10時まで利用可。有料・
要事前申込（１週間前まで）。

若手作家支援展「井田大介‐
ＮＯＷＨＥＲＥ‐」
米子東高等学校出身で、今春
東京藝術大学大学院を修了す
る彫刻家・井田大介の活動を
紹介します。会期：３月１日
（日）～15日（日）［水曜日休館］。
第４展示室。観覧料：無料。
米子市美術館第５期モニターおよ
びサポーター（ボランティア）募集
■モニター　主な活動内容：
美術館の主催事業（展覧会等）
を観覧していただき、感想レ
ポートを提出していただきま
す。募集人数：７人程度
■サポーター　主な活動内容：
美術情報整理サポート（新聞ス
クラップ等の資料整理補助）、広
報サポート（ポスター、チラシ
の発送作業およびポスター掲示
等の広報活動）、来館者サービス
サポート（来館者に対する案内
等の補助）。募集人数：20人程
度※いずれも任期は平成27年
４月～平成29年３月31日（２年
間）となります。※応募方法な
どくわしくは募集要項をご確認
いただくか、美術館にお問い合
わせください。募集要項と応募
用紙は米子市美術館ホームペー
ジからもダウンロードできます。
■開館時間　午前10時～午
後６時
■今月の休館日　毎週水曜日

企画展「因幡国・伯耆国のサ
ムライたち」
鳥取市歴史博物館所蔵の江戸
時代の伯耆国絵図や因幡国絵
図、鳥取城と米子城の絵図や、
文書などを展示し、因幡と伯
耆の中近世の歴史を中心に紹
介します。会期：～３月８日
（日）まで。会場：山陰歴史館
　第１展示室。観覧料：一般
300円※ 70歳以上の方、大
学生以下、障がいのある方（付
き添い１人含む。）は無料。
関連事業：サムライ体験　写
経編　日時：７日（土）午後
１時30分～。場所：普平山
妙興寺（米子市寺町）。参加
費：500円。定員：20人（要
事前申込）※申込みは電話
にて山陰歴史館まで。
民話のへや
15日（日）午後１時30分～、２
階いろりの間。語り：ほうき民
話の会。内容：わらしべ長者ほ
か３話、民具あれこれ。※参
加ご希望の方は、米子市役所駐
車場をご利用ください。駐車券
を歴史館までお持ちいただき
ますと２時間無料になります。
■開館時間　午前９時30分
～午後６時
■今月の休館日　毎週火曜日

常設展開催中
米子市で発掘された主な出土
品を紹介しています。
■観覧料　無料
■開館時間　午前９時30分
～午後５時
■今月の休館日　23日と毎
週火曜日。
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「米子城跡ガイドウオーク」
米子城跡のガイドウオークを
開催します。※要事前申込。
８日（日）午後１時30分～。
集合場所：米子市山陰歴史
館。定員30人、資料代100円。
電話またはＦＡＸ（☎・ＦＡＸ
兼用２６－０４５５）でお申し
込みください。
■開館時間　午前９時～午後５時
■今月の休館日　毎週土、日
曜日

つつじ読書会
７日（土）午後２時、２階研修
室。『ヘンリ・ライクロフト
の私記』ギッシング：著　岩
波文庫※次回４月４日（土）
楽しく漢文に学ぶ会
１日（日）午後１時30分、２階
研修室。『論語新釈』宇

う

野
の

哲
て つ

人
と

：著（講談社学術文庫）を読
みます。※次回４月５日（日）
おはなし会（１階おはなしのへや）
★毎週木曜日（協力：ほしの
ぎんか、第４木曜日：火曜の会）
午前10時40分～11時30分。
★ 10日（火）（毎月第２火曜日：
図書館職員）午後４時～
絵本の読み聞かせ・わらべうた・
紙芝居・パネルシアターなど。
伯耆文化研究会３月例会
14日（土）午後１時30分、２
階研修室。「越

こ し き や ま

敷山古墳群の
発掘調査」…発表者：佐伯純
也さん。「よなごの小

し ょ う じ

路」…
発表者：川越博行さん。
古文書研究会
28日（土） 午後１時30分、２
階研修室。古文書入門「多

た

比
び

能
の

実
み

知
ち

久
く

佐
さ

」（日吉津村石原
家から雲州母

も り

里西村家に嫁い
だ美

み

須
す

女
じ ょ

の諸国巡礼旅日記）
を読む。講師：中

な か

　宏
こ う

さん。

こころの相談会（要事前申込）
11日（水）午後２時～４時、２
階研修室。予約先：ライフサ
ポートセンターとっとり（☎
０１２０－８２－５８５８）（平日
午前９時30分～午後５時30分）
ギャラリー

▼「じゆう劇場『三人姉妹』
演劇写真展」　１日（日）～15
日（日） ▼妻木晩田史跡公園
　パネル展　６日（金）午後
～17日（火）まで。 ▼鳥大美
術部「アトリエ展」　19日（木）
午後～25日（水）正午まで。

▼「きみと歩む道～山陰柴犬
（かれん）との一年～」詩と
写真　26日（木）午前11時～
４月18日（土）午後４時まで
★ビジネス支援は19ページ
■開館時間　平日：午前９時
～午後７時、土・日・祝日：
午前10時～午後６時
■今月の休館日　毎週月曜
日、31日（月末資料整理）※
30日、31日は連休になります。

第20回米子水鳥公園絵画コ
ンクール作品展
小学生が描いた鳥の絵を多数
展示します。３月８日（日）ま
で　開館時間中いつでも。
自然観察会「さよならコハク
チョウ！」
生まれ故郷をめざして旅立っ
ていくコハクチョウの様子を
観察します。３月７日（土）午
前７時～８時30分。対象：小学
生以上がおすすめ。当日受付。
中海近郊写真勉強会写真展
主に中海周辺で撮影された鳥
や自然の景色の写真を多数展
示します。３月11日（水）～
29日（日）。出品：中海近郊
写真勉強会

手作り自然教室「羊毛フェル
トでカモさんのお人形作り！」
羊毛フェルトで手乗りサイズ
のカモさんのお人形を作りま
す。３月15日（日）午前10時
～正午。対象：小学生以上。
定員25人、要予約。参加費：
500円。講師：ノームの糸車
2015年度子どもラムサー
ルクラブ参加者募集！
４月～３月に毎月１回集まっ
て、四季の生きものを楽しく観
察します。初回は４月12日（日）
です。毎回案内状をお送りしま
すので、それにしたがってご参
加ください。対象：小学生。応
募者多数の場合は抽選になり
ます。参加費：初回は保護者１
人につき年間パスポート1540
円、子ども１人につき野鳥図鑑
２冊1296円が必要です。以後、
工作材料費などの実費負担が
あります。申込方法：電話でお
申し込みください。募集期間：
３月１日（日）～ 15日（日）まで。
●会場はすべて水鳥公園ネイ
チャーセンターです。
●米子水鳥公園の催しへの参
加には入館料が必要です。手作
り自然教室の参加費は、入館料
を含めた親子一律の料金です。
●入館料は、高校生～69歳の
方は310円、その他は無料です。
●水鳥公園のイベントは、とっ
とり県民カレッジ連携講座です。
■開館時間　平日：午前８時
30分～午後５時30分、土・日・
祝日：午前７時～午後５時30分
■今月の休館日　毎週火曜日

３月ロビー展　俳句と絵てが
み～春いちばん～　作品展
出展者：七重（ななえ）グループ。
花蓮レンコンを販売します。く

わしくはお問合せください。
■入園料　大人200円、小・
中学生50円。（市内にお住ま
いの方の料金。受付でお申し
出ください。）
■開園時間　午前９時30分
～午後５時
■今月の休園日　11日、25日

素鳳ふるさと館常設展『桃の
節句と菖

しょうぶ

蒲の節句』
お雛様と五月人形が一堂に
お目見えします。期間：３月
13日（金）～５月11日（月）、
入館料：250円。
手しごとギャラリーｋａｉｋｅ
「ひなまつり」
ひなまつりにちなんだ、鳥取
の流し雛や島根の木地人形の
お雛様など、山陰の民工芸を
集めました。期間：３月23
日（月）まで。入館料：無料。
手仕事体験教室
陶板に色を塗ろう！
国
こ く ぞ う や き

造焼　山
や ま も と

本花
か や こ

野子さんを講師
に迎え、鳥と三日月がデザイン
された陶板に色を塗って、素敵
な壁飾りを作りましょう。３月
８日（日）①午前10時～②午後１
時30分～。定員：各回５人。参
加費：3,000円。参加方法：お
電話にてお申し込みください。
手仕事体験教室　「簡単吊る
し飾りを作ろう」パート２
色とりどりの和

わ ふ

布で吊るし飾
りをみんなで楽しく語らいな
がら作りましょう。３月28日

（土）①午前10時～②午後２時
～。定員：各回８人。参加費：
2,500円（１本飾り７個組）。持
ち物：裁縫道具。参加方法：お
電話にてお申し込みください。
■開館時間　午前９時～午後６時
■今月の休館日　10日、24日
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　春が目前のこの時期、草むらのそばで頭が尖っている６cm くらいのバッタのような
虫に出会うことがあります。まだ虫の気配が乏しいこの時期に、こんな大きな虫がいる
と驚いてしまいますが、それはクビキリギスかもしれません。
　クビキリギスは、一年中園内の草むらに普通に見られるキリギリスの仲間です。キリ
ギリスの仲間では珍しく成虫で越冬するため、真冬なのに成虫が見つかることがありま
す。無事に冬を乗り越えた成虫は、春に卵を産んで死にます。そして、夏に幼虫がふ化
して成長し、秋に成虫になります。つまり、この成虫が冬を越しているところを時々見
かける、というわけです。成虫になってから半年以上も生きる、寿命が長い虫です。
　クビキリギスは、主に褐色型と緑色型があり、褐色型は枯れた草原の中で見事に周囲
に溶け込み、目立ちません。一方、緑色型は枯草の中では目立ってしまいます。この写
真の個体は、ネイチャーセンター玄関前の銀色の看板に止まっていたので、とても目立っ

ていました。このほかにも、赤みを帯びた個体も時々現れて、珍しいピンク色のバッタが見つかった、と新聞や
ニュースに紹介されることがあります。
　クビキリギスは、鋭くて真っ赤な大あごをもっているので、いかにも怖そうな顔をしています。そのため、私
の幼少時代に、友人たちはこの虫を「血吸いバッタ」と呼んで気味悪がっていました。そして、このクビキリギ
スという名前は、あごの力が強くて、ものにかみついた状態で引っ張ると首がとれてしまうことからつけられて
いるそうです。しかし、怖い顔とは裏腹に性質はおとなしく、主にイネ科植物の穂や芽などの植物をかじって暮
らしています。
　皆さんのお家の庭や植木鉢、お散歩コースなどでも、クビキリギスに出会えるかもしれません。あまりにも目
立つところにいたときは、そのままだと鳥などに食べられてしまうかもしれないので、虫を触れる方は、近くの
草むらなどの目立たない場所にそっと移してあげてはいかがでしょうか。　　　米子水鳥公園指導員　桐

き り は ら

原佳
け い す け

介

水鳥公園からのたより
クビキリギス

３月に見られる生きものたち
鳥類：コハクチョウの北帰行、ツクシガモなどのカモ類、コサギなどのサギ類、ハジロカイツブリ
などのカイツブリ類、ツルシギなどのシギ類、チュウヒなどのタカ類、ツグミなどの小鳥類、オオ
バン、カワセミ　ほか。

「よなごの宝88選」から
　総泉寺　～米子城主ゆかりの寺～　　《宝No.60》　　愛宕町

　曹洞宗大龍山総泉寺は、中村、加藤、池田の３代にわたる米子城主と
深いつながりを持ち、米子城下屈指の巨

きょ さ つ

刹です。
　関ヶ原合戦後米子に入ってきた中

なか む ら

村一
か ず た だ

忠が両親の供養のために建立し
たといわれ、山号は一忠の父一

かず う じ

氏の戒名「大
だいりゅういん

龍院殿
で ん い ち げ ん

一源心
しん

公
こ う

大
だいぜんじょうもん

禅定門」
によっています。愛宕山の東麓の旧出雲街道沿いの立地は国境警備の砦
の機能も備えており、慶長８年（1603）の横

よ こ た

田内
な い ぜ ん

膳騒動の際には、応援
に駆けつけた出雲国の堀

ほ り お

尾吉
よ し は る

晴の軍勢はここで待機しました。２代城主
加
か と う

藤貞
さ だ や す

泰は父光
みつ

泰
や す

の供養をし、３代池田由
よし

成
な り

も菩提寺とし、その父由
よし ゆ き

之
や叔父池田元

もと つ ぐ

嗣の霊も祀られています。
　慶長12年（1607）、中村氏から現米子市陰田、南部町原に寺領100石を与えられ、元禄９年（1696）には伯耆国
西３郡（日野、会見、汗

あ せ り

入）の僧録所になりました。山門の瓦には池田家の家紋である「丸に揚羽蝶」があります。
明治６年（1873）、現在の明道校はここを校舎として開校しています。
　境内には、竹島（現在の鬱

うつりょうとう

陵島、現在の「竹島」は、当時「松島」と呼ばれていた別の島です。）に渡り海産物
などを持ち帰った大

お お や

谷甚
じん

吉
き ち

の墓や、米子組士筆頭役で代々俊才を出して米子の医学、文芸界に光彩を放つ山内氏
をはじめ、栗木、澤、織田などの士族の墓所があります。山

やま う ち

内蘭
らんしゅう

州は医学、文芸信仰に活躍し、甥の山内東
とう え ん

園は
奇談 ･怪談を集めた『米

べ い ふ

府鬼
き わ

話』を著し、栗
く り き

木子
し

恭
きょう

（尚
なお

謙
か ね

）は諸記録集『樵
しょう

濯
た く

集
しゅう

』の著者です。また、幕末の因
幡二十二士の一人清

し み ず

水千
ち ま と

万人も眠っています。裏山には西国33か所観音巡拝霊場、山門横には延命地蔵、みそな
め地蔵などもあり、庶民の信仰の伝統が息づいています。【よなごの宝88選実行委員会】
お知らせ　第55回よなご88探宝会　中世城館健やかウォーク・戸上城跡、３月15日（日）午後１時～４時、県西部総合事
務所前集合、参加費500円。申込みは、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、郵便またはFAXで「よなごの宝88選事務局」
（東町161－2　文化課内、FAX23－5414）まで。

ツルシギ
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